
主な内容
老人ホームの移転新築に向けて‥‥‥

社会貢献いろいろ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第69号町議会だより第２回定例会‥‥

なつ　祭り　いろいろ‥‥‥‥‥‥‥

運動会★体育大会‥‥‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「やったぁ！」
６月から７月にかけて、小・中学校、幼稚園、保育園の運動会が行わ
れました。写真は、６月23日に行われた弟子屈小学校運動会での１
コマです。全校児童による紅白対抗大玉送りで、赤組の１年生が勝
利のゴール。チームメイトもうれしそうです。

（関連記事18～19ページ）
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　東工業㈱（天方智順代表取締役）の皆さんが６月

19日、昭栄小学校の環境整備を行いました。

　子どもたちの喜ぶ顔が見たいと行ったもの

で、校舎周辺の舗装や白線塗装など、とても丁寧

に作業を行っていました。

　明盛建設㈱（藤田利道代表取締役）の皆さんが６

月27日、川湯保育園の菜園の整備を行いました。

　測量の後、ふち石を並べ、周囲の除草も行いま

した。きれいに整備された菜園を見て園児たち

は、野菜の収穫を今から楽しみにしていました。

　７月15、16日には、水郷公園内のパーゴラ（つ

る棚）の塗装も行っています。

　辻谷建設㈱（辻谷智之代表取締役）の皆さんが６

月27日、川湯温泉街を流れる湯川排水路周辺で、

管理道路の立ち木の伐採や草刈りなどを行いま

した。

　川湯温泉を訪れる観光客を気持ちよく迎えた

いと行ったもので、今年で３回目。24人が参加

し、約800メートルにわたり丁寧に作業を行いま

した。

地域の役に立ちたい

社会貢献いろいろ

　弟子屈町森林組合（山本保紀組合長）の皆さんが

７月８日、川湯保育園敷地内の伐採作業を行い

ました。

　敷地内には自然木が多く、枝が落ちたり倒れ

たりする恐れのある木を伐採し、安全に保育活

動が行えるように環境整備を行いました。

3
問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

今年度は主に設計を実施

老人ホームの移転新築に向けて
　町では、老人ホームの移転新築に向け、今年度から設計業務に着手しています。７月末までに基本設計を終え、その

後、実施設計業務に着手していく予定です。（※７月17日現在）

　本体建築は平成26年度を予

定しています。基本設計の段

階では建物の概要を決める作

業を行い、それに伴う測量と

地質調査を行います。実施設

計では、実際の工事見積もり

や工事に使う図面を作成しま

す。また、用地整備として、雑

木の伐採や伐根、整地などの

工事が予定されています。

（下のスケジュール表参照）

　建築予定地は摩周厚生病院

と泉ふれあいセンターの間の

町有地です。（右図参照）近隣に
お住まいの皆さんには何かと

ご迷惑をおかけすることにな

ると思いますが、ご理解とご

協力をお願いします。

　細かな工事日程が決まり次

第、建築地周辺にお住まいの

皆さんに説明会を開催する予

定です。

　今後、平面計画や施設の概

要、工事概要などについて、随

時お知らせしていきます。

移転新築予定地

移転新築に係るスケジュール
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◆わたしたちの町議会てしかが

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
、

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を
召
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
専

決
処
分
が
行
わ
れ
た
た
め
、
議
会
へ
の
報

告
が
あ
り
、こ
れ
を
承
認
。

〈
報
告
第
１
号
〉

◎�

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
改
正
に
つ
い
て（
専
決
第
４
号
）

　

本
年
３
月
に
地
方
税
法
お
よ
び
同
施
行

令
、同
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、そ
れ
に
伴

う
町
税
条
例
の
文
言
の
整
理
お
よ
び
東
日

本
大
震
災
被
災
者
支
援
に
関
連
す
る
課
税

特
例
措
置
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
の
適
用
期
限
延
長
、
延
滞
金
の
利
率
引

き
下
げ
な
ど
に
係
る
条
例
の
一
部
改
正
。

〈
報
告
第
２
号
〉

◎�
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て（
専
決
第
５
号
）

　

歳
入
歳

出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ

４
５
０
万

円
を
追
加

し
、
総
額

審
議
の
あ
ら
ま
し

専
決
処
分
の
報
告

条
例
の
一
部
改
正

◎�

弟
子
屈
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

規
約
の
変
更
な
ど

〈
一
括
上
程
〉

◎�

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
39
号
）

◎�

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
40
号
）

　

本
案
は「
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合
」の

新
規
加
入
に
伴
い
規
約
の
変
更
を
行
う
も

の
で
、組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方

自
治
法
第
２
８
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎�

弟
子
屈
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
41
号
）

　

平
成
27
年
度
ま
で
の
当
該
計
画
に
新
規

事
業
を
一
部
追
加
す
る
た
め
の
計
画
変
更
。

今
回
の
変
更
は
、
住
宅
建
築
資
金
助
成
事

業
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
改
築
事
業
で
、
こ

れ
ら
を
計
画
に
登
載
す
る
こ
と
で
事
業
の

財
源
と
し
て
過
疎
対
策
事
業
債
を
借
り
入

れ
す
る
こ
と
が
で
き
、
元
利
償
還
金
の
７

割
が
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

を
83
億
８
千
９
２
５
万
３
千
円
と
し
た
。

歳
入
は
国
庫
補
助
金
で
、
歳
出
は
土
木
費

の
町
道
除
雪
業
務
委
託
料
の
増
額
。

〈
報
告
第
３
号
〉

◎�

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て（
専
決
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
千

５
０
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
85

億
３
千
４
３
４
万
６
千
円
と
し
た
。歳
入

の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税
の
増
額
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
各
基
金
へ
の
積
み
立

て
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
非
常
用
電

源
導
入
事
業
な
ど
。

〈
報
告
第
４
号
〉

◎�

平
成
24
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
で
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業

費
が
時
期
的
に
年
度
内
で
の
執
行
が
不
可

能
な
た
め
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
る
金
額
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
る
報
告
。今
回
の
事
業
は
、国
の
補
正

予
算
で
事
業
採
択
と
な
っ
た
経
済
対
策
な

ど
９
事
業
。繰
越
額
の
合
計
は
６
億
８
千

４
８
６
万
円
。財
源
は
国
費
が
３
億
１
千

３
万
５
千
円
、
地
方
債
３
億
６
千
９
０
０

万
円
、一
般
財
源
５
８
２
万
５
千
円
。

補
　
正
　
予
　
算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計（
３
件
）の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
即
時
、

予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
さ
れ
、本
会
議
に
お
い
て
報
告
の
結
果
、

可
決
さ
れ
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

※
補
正
予
算
の
額
は
下
の
表
の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計〈
第
１
号
〉（
議
案
第
45
号
）

　

４
月
１
日
付
人
事
異
動
な
ど
に
よ
る
人

件
費
や
平
成
24
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に

採
択
さ
れ
た
事
業
の
調
整
な
ど
で
、
歳
入

歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
千
６
７
１
万

３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
70
億
１
千
28

万
７
千
円
と
す
る
。主
な
も
の
は
、歳
入
で

国
庫
支
出
金
の
減
額
や
繰
越
金
の
増
額
、

歳
出
で
町
営
牧
場
送
水
管
敷
設
替
工
事

（
８
１
９
万
円
）や
観
光
客
誘
致
事
業（
９
８

８
万
８
千
円
）、住
宅
建
築
資
金
助
成
事
業

の
増
額（
４
０
０
万
円
）、消
防
救
急
無
線
デ

ジ
タ
ル
整
備
に
係
る
負
担
金（
１
億
４
千
１

６
０
万
１
千
円
）、元
横
綱
大
鵬
の
郷
土
学

習
副
読
本
作
成
費（
26
万
６
千
円
）な
ど
を

計
上
。

◎�

温
泉
事
業
特
別
会
計〈
第
１
号
〉

（
議
案
第
46
号
）

　

歳
入
で
は
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
を
、

歳
出
で
は
職
員
給
与
費
な
ど
の
減
額
と
検

針
業
務
お
よ
び
配
湯
管
改
修
工
事
の
増
額

を
計
上
。

◎
下
水
道
業
特
別
会
計〈
第
１
号
〉

（
議
案
第
47
号
）

　

歳
入
で
は
繰
入
金
の
減
額
を
、
歳
出
で

は
職
員
給
与
費
な
ど
の
減
額
で
、
歳
入
歳

出
の
調
整
を
行
っ
た
。

◎
水
道
事
業
会
計〈
第
１
号
〉

（
議
案
第
48
号
）

　

企
業
職
員
給
与
費
の
減
額
と
川
湯
簡
易

浄
水
場
設
備
改
修
工
事
に
伴
う
企
業
債
お

よ
び
工
事
請
負
費
の
増
額
を
計
上
。

　第２回定例会は、６月11日に招集され12日までの２日間の会期で行われた。
　諸般報告（議長）、行政報告（町長）の後、専決処分の報告など（４件）、規約の変更および条例の一
部改正（６件）、平成25年度一般会計補正予算ほか（３件）を審議し、それぞれ可決した。
　また、議会からは常任委員会付託となっていた意見書案（１件）について委員長報告の後、本会
議で採決の結果、不採択となったほか、決議案（１件）の取り下げ申し出が許可された。
　一般質問については、４人から11問が行われ、町への提案を含む活発な議論が行われた。

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　髙橋�正秀
　　副委員長　高砂�弥生
　　委　　員　鈴木�繁　岩﨑�義人
　　　☎４８２‐２６９５

　　　　　　区　分
��会　計　名

補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 ７,06７,000 △56,７13 ７,010,28７
温　泉　事　業 56,463 5,000 61,463
下 水 道 事 業 359,885 △9,358 350,52７

特
別
会
計

合　計 ７,483,348 △61,0７1 ７,422,2７７

平成25年度弟子屈町各会計補正予算
（単位／千円）

水　道　事　業 166,0７1 △420 165,651
※水道事業会計は収益的支出のみを掲載

大雪のため除雪費を増額

（
議
案
第
42
号
）

　

町
営
住
宅
入
居
者
資
格
に
お
い
て
、
福

島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
う

文
言
整
理
と
し
て
、
第
20
条
を
第
29
条
に

変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
改
正
。

◎�

弟
子
屈
町
公
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
43
号
）

　

平
成
25

年
度
に
摩

周
温
泉
公

園
が
供
用

開
始
と
な

っ
た
こ
と

に
伴
い
、

本
条
例
の

「
公
園
予

定
区
域
の

名
称
及
び
位
置
」を
全
文
削
除
す
る
こ
と

に
よ
る
改
正
。

◎�

弟
子
屈
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
44
号
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期
高

齢
者
医
療
に
移
行
し
た
際
に
生
じ
る
国
保

世
帯
の
保
険
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例
措

置
が
恒
久
化
、延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

世
帯
別
平
等
割
額
を
軽
減
す
る
特
例
を
追

加
す
る
改
正
。

供用開始となった摩周温泉公園
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◆わたしたちの町議会てしかが

平
成
25
年
度

各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
利
用
状

況
に
つ
い

て
、
そ
の
利
用
件
数

と
額
を
伺
う
。

新
築
４
件
、

リ
フ
ォ
ー

ム
26
件
で
、
額
は

４
４
１
万
８
千
円
。

問 介
護
保
険
料
の
納
付
通
知
書

に
つ
い
て

納
付
義
務
者
に
対
す
る
納
付
書
の

発
送
が
遅
い
の
で
は
。

所
得
の
確
定
な
ど
を
含
め
た
調
整

後
に
発
送
業
務
に
あ
た
る
た
め
、

遅
れ
が
生
じ
る
。今
後
は
厳
重
に
チ
ェ
ッ

ク
し
な
が
ら
、
早
く
発
送
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

問

仁
多
の
獅
子
舞
の
復
活
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

今
年
２
月
に
地
域
の
若
手
が
保
存

活
動
再
開
の
た
め
、
自
主
的
に
組

織
を
立
ち
上
げ
た
。で
き
る
限
り
の
支
援

を
し
た
い
。

問答

町
営
牧
場
の
利
用
頻
度
は
。

６
月
２
日
ま
で
の
入
牧
頭
数
は

１
千
２
０
９
頭
。

問答

町
の
無
形
文
化
財
に
つ
い
て

答住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
利

用
状
況
に
つ
い
て

町
有
施
設
で
指
定
管
理
し
て
い
る

施
設
は
。

全
体
で
27
施
設
を
指
定
管
理
で
運

営
し
て

い
る
。
自
治
会

管
理
を
除
く

と
、
相
撲
記
念

館
、町
営
牧
場
、

社
会
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
３

施
設
で
あ
る
。

答 問

放
課
後
こ
ど
も
育
成
事
業
に

つ
い
て

施
設
数
、指
導
員
の
配
置
数
、い
じ

め
の
問
題
は
な
い
か
。ま
た
、避
難

訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

児
童
ク
ラ
ブ
は
３
ク
ラ
ブ
と
児

童
館
が
１
施
設
。指
導
員
は
２
～

３
人
配
置
し
て
お
り
、
い
じ
め
な
ど
の
報

告
は
な

い
。
避
難

訓
練
に
関

し
て
は
、

危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成

し
、
今
後

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
。

問答

大鵬相撲記念館

町
営
牧
場
の
利
用
状
況
に
つ

い
て

答

指
定
管
理
状
況
に
つ
い
て

町
長
部
局
の
職
員
数
と
教
育
委
員

会
の
職
員
及
び
教
職
員
の
人
数
に

つ
い
て
伺
う
。

４
月
１
日
時
点
で
正
職
員
１
６
３

人
、定
数
外
職
員
40
人
、臨
時
職
員

66
人
。教
育
委
員
会
は
正
職
員
17
人
、定
数

外
職
員
12
人
、臨
時
職
員
23
人
。教
職
員
は

73
人（
期
限
付
き
教
員
７
人
含
む
）、
養
護

教
員
５
人
、
学
校
事
務
官
５
人
の
合
計
83

人
。 答 問 役

場
の
職
員
数
に
つ
い
て

子どもたちの放課後を見守る児童クラブ

観
光
と
農
業
に
つ
い
て

温
泉
熱
利
用
な
ど
を
考
え
た
観
光

と
農
業
の
共
存
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
観
光
と
農
業

の
産
業
間
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問答
元
気
臨
時
交
付
金
は
確
定
し
て
い

る
の
か
。確
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
額
は
。ま
た
、
病
院
な
ど
に
も
使

え
る
か
。平

成
24
年
度
国
の
第
１
次
補
正
に

伴
う
地
方
負
担
額
を
対
象
と
し
て
、

90
％
の
１
億
９
千
４
百
99
万
２
千
円
と
連

絡
が
来
て
い
る
。使
途
に
つ
い
て
は
、９
月

議
会
こ
ろ
ま
で
に
実
施
計
画
を
提
示
し
た

い
。 問答 平

成
25
年
度
地
域
元
気
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て

今
年
４
月
か
ら
障
が
い
者
雇
用
促

進
法
に
よ
り
法
定
雇
用
率
が
地
方

公
共
団
体
が
２
・
３
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る
18
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
知
的
、身
体
、精
神
障
が
い
者
の

内
訳
と
、役
場
に
お
い
て
法
定
雇
用
率
が
達

成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
対
策
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
手
帳
交

付
者
は
知
的
障
が
い
者
76
人
、
身
体
障
が

い
者
１
２
７
人
、
精
神
障
が
い
者
39
人
。現

在
、
役
場
に
は
正
職
員
、
臨
時
職
員
な
ど
が

１
８
６
人
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
法
律
を
適

用
し
た
場
合
、
障
が
い
者
を
３
人
し
か
雇

用
し
て
い
な
い
の
で
、
１
人
不
足
し
て
い

る
。今
後
、採
用
に
向
け
て
取
り
進
め
る
。

問答 一
般
質
問

小 

川
　
義 

雄
　
議
員

一
般
質
問

問
　 

障
が
い
者
の
雇
用
対
策
に
向
け
て

 

答　

雇
用
が
１
人
不
足
な
の
で
採
用
を
進
め
る

道
の
駅
裏
手
の
外
溝
工
事
は
い
つ

完
成
か
。ま
た
、直
売
所
内
部
の
一

部
改
装
は
許
可
し
て
い
る
の
か
。

外
溝
工
事
は
７
月
め
ど
に
完
成
す

る
。支
障
物
は
撤
去
を
指
示
。

問答

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
再
利
用

に
つ
い
て

公
住
の
建
て
替
え
工
事
な
ど
で
撤

去
し
た
使
用
可
能
な
メ
ー
タ
ー
器

の
活
用
状
況
は
。

検
満
が
残
っ
て
い
る
メ
ー
タ
ー
器

は
、
使
用
に
差
し
障
り
の
な
い
範

囲
で
再
利
用
し
て
い
る
。昨
年
は
13
台
再

利
用
。

答 問

道
の
駅
に
つ
い
て

空
港
に
上
が
る
道
道
に
弟
子
屈
町

名
の
花
壇
が
あ
る
が
、
そ
の
管
理

は
。

６
月
27
日
に
管
内
町
村
一
斉
に
植

栽
す
る
。そ
の
後
は
町
村
会
が
委

託
管
理
す
る
。

問答 釧
路
空
港
の
花
壇
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
の

表
示
板
に
つ
い
て

予
算
措
置
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

新
年
度
予
算
で
80
万
円
計
上
。児

童
生
徒
に
支
障
が
な
い
夏
休
み
期

間
中
に
新
設
、建
て
替
え
、移
設
な
ど
を
行

う
。 問答建

物
災
害
共
済
保
険
に
つ
い
て

強
風
で
屋
根
が
破
損
し
た
公
住
の

修
繕
代
と
保
険
金
の
内
訳
は
。

工
事
費
が
５
４
６
万
円
に
対
し
、

風
水
害
に
よ
る
損
害
の
場
合
保
険

金
は
２
分
の
１
の
２
７
３
万
円
と
な
る
。

答 問

道の駅摩周温泉
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◆わたしたちの町議会てしかが

全
国
の
市
町
村
に
基
金
と
し
て
配

分
さ
れ
て
い
る
国
の
東
日
本
大
震

災
復
興
予
算
が
本
町
に
も
配
分
さ
れ
て
い

る
が
、
24
年
度
～
25
年
度
ま
で
の
各
予
算

と
費
用
の
効
果
が
被
災
地
や
本
町
に
在
住

し
て
い
る
避
難
被
災
者
に
対
し
て
ど
う
貢

献
し
て
い
る
か
伺
う
。

副
町
長
答
弁

国
の
各
省
庁
か
ら
各
都
道
府
県
に

基
金
の
原
資
が
配
分
さ
れ
、
道
か
ら
基
金

問 問
　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
予
算
の
関
連
性
に
つ
い
て

 

答　
 

林
業
関
係
で
２
年
間
で
約
１
・
１
億
円
強
基
金
交
付

と
し
て
市
町
村
に
配
分
さ
れ
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。平
成
24
年
度
～
25
年
度
ま

で
に
造
林
事
業
お
よ
び
林
業
専
用
道
路
開

設
事
業
な
ど
に
約
１
・
１
億
円
強
が
補
助

金
と
し
て
入
っ
て
い
る
。町
内
に
在
住
し

て
い
る
避
難
者
へ
、
こ
の
補
助
金
を
直
接

活
用
し
た
事
例
は
な
い
。復
興
予
算
の
目

的
と
ズ
レ
た
運
用
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ

れ
て
お
り
、今
後
、国
や
道
か
ら
運
用
方
法

の
見
直
し
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
方
針

に
よ
り
対
応
す
る
。

①�

９
○
○
草
原
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
入
口
棟
の
看
板
が
腐
食
な
ど

　

に
よ
り
確
認
し
ず
ら
い
。

②�

桜
ヶ
丘
森
林
公
園
の
遊
具
施
設
の
あ
る

区
域
の
立
ち
入
り
禁
止
措
置
、
桜
の
木

の
幼
木
に
対
す
る
補
強
策
を
伺
う
。

③�「
草
原
の
森
」

は
生
活
環
境

保
全
林
整
備

事
業
で
整
備

さ
れ
、
15
年

経
過
し
て
お

り
、管
理
棟
、

散
策
の
森
、

問

　

�

自
然
林
、
ふ
れ
あ
い
の
森
、
植
樹
の
森
、

自
然
の
森
の
頂
上
に
は
休
憩
所
が
あ

り
、
遊
歩
道
が
あ
る
。し
か
し
、
全
般
的

に
維
持
管
理
が
良
く
な
く
早
急
な
対
応

が
必
要
と
思
う
の
で
、
そ
の
対
策
方
法

を
示
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長
答
弁

施
設
全
体
の
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
の
で
、
今
後
計
画
的
な
維
持
補
修
な

ど
対
応
し
、
専
門
業
者
へ
の
委
託
管
理
や

年
次
計
画
に
よ
り
修
繕
な
ど
を
行
う
。今

年
度
は
管
理
棟
周
辺
部
分
に
つ
い
て
整
備

を
実
施
す
る
。

答
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
係
る

事
業
種
別
、雇
用
期
間
、労
働
日
数
と
、平

成
25
年
度
の
各
内
訳
を
伺
う
。課
に
よ
っ

て
は
、
十
分
施
設
の
維
持
管
理
が
適
時
適

切
に
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
長

期
の
専
属
の
臨
時
職
員
な
ど
の
雇
用
対
応

も
必
要
と
思
う
。日
給
６
千
３
０
０
円
の

単
価
の
改
善
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁

国
・
道
の
補
助
で
通
年
雇
用
の
緊

急
創
出
推
進
事
業
の
実
績
は
平
成
23
年
度

問 問
　
緊
急
雇
用
対
策
事
業
等
の
見
直
し
に
向
け
て

 

答　

 

雇
用
対
策
全
般
を
再
検
証

で
11
事
業
、27
人
の
雇
用
。平
成
24
年
度
で

３
事
業
、10
人
の
雇
用
。町
単
独
緊
急
雇
用

対
策
と
し
て
平
成
23
年
度
10
事
業
、59
人
、

平
成
24
年
度
11
事
業
、77
人
、平
成
25
年
度

５
事
業
、
25
人
の

雇
用
。各
公
共
施

設
の
維
持
管
理
は

十
分
で
は
な
い
。

日
額
６
千
３
０
０

円
の
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
来
年
度

に
向
け
て
検
討
す

る
。

答

問
　 

各
公
共
施
設
の
維
持
管
理
体
制
向
上
に
つ
い
て

 

答　

年
次
計
画
に
基
づ
い
た
修
繕

答

国
土
交
通
省
は
日
額
労
務
単
価
の

特
例
措
置
に
よ
り
、
公
共
工
事
の

発
注
予
定
価
格
を
決
め
る
と
き
に
使
う
労

務
単
価
を
平
成
25
年
度
か
ら
48
の
全
職
種

で
日
額
で
１
千
４
０
０
円
か
ら
４
千
１
０

０
円
の
ア
ッ
プ
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。新

労
務
単
価
で
各
事
業
を
発
注
す
る
の
か
。

社
会
保
険
未
加
入
事
業
所
の
実
態
と
指

導
、要
請
に
つ
い
て
伺
う
。

問

町
長
答
弁

全
工
事
を
新
単
価
で
積
算
し
て
発

注
す
る
。法
定
福
利
費
と
し
て
労
働
者
に
関

す
る
健
康
保
険
料
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険

料
の
法
定
の
事
業
主
負
担
を
計
上
し
て
い

る
。各
種
法
定
保
険
加
入
の
推
進
を
工
事

共
通
仕
様
書
で
努
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

問
　 

労
務
単
価
ア
ッ
プ
に
伴
う
予
定
価
格
な
ど
の
見
直
し
に
向

け
て

 

答　

全
工
事
を
新
労
務
単
価
で
積
算
し
、発
注
す
る

答

草原の森の管理は

問
　 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
倖
和
園
の
移
転
に
つ
い
て

 

答　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
移
転
も
将
来
的
に
検
討

坪 

井
　
嗣 
雄
　
議
員

一
般
質
問

倖
和
園
の
移
転
計
画
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。厚
生
連
と
の

連
携
は
、
新
設
の
施
設
の
中
で
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。厚
生
病
院
と
連
結
し

た
倖
和
園
の
施
設
と
同
一
の
場
所
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
が

将
来
的
に
運
営
し
や
す
い
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

問

町
長
答
弁

老
人
ホ
ー
ム
の
移
転
新
築
計
画
に

つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
企
画
提
案
）、

ヒ
ア
リ
ン
グ（
意
見
聴
取
）を
行
い
、一
番
評

点
の
高
か
っ
た
業
者
と
基
本
設
計
業
務

契
約
を
締
結
し
た
。契
約
期
間
は
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
実
施
計

画
に
入
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
間
、
養
護
・

特
養
の
担
当
者
な
ど
の
要
望
・
意
見
を
吸

い
上
げ
、
新
し
い
施
設
に
反
映
さ
せ
る
作

業
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
基
本
設
計
は
固

ま
っ
て
い
な
い
。厚
生
病
院
と
渡
り
廊
下

で
つ
な
ぐ
こ
と
や
、
共
有
で
き
る
設
備
は

共
用
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。新
築
後

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
み
が
現

在
地
に
残
る
こ
と
と
な
る
が
、
築
20
年
を

経
過
し
て
い
る
も
の
の
、
移
転
新
築
は
ま

だ
難
し
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
養
護
施

設
と
の
協
力
体
制
も
検
討
が
必
要
で
あ

る
。し
か
る
べ
き
建
て
替
え
の
時
期
に
は
、

老
人
ホ
ー
ム
新
築
予
定
地
の
一
画
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

倖和園の今後は

問
　 

公
営
住
宅
の
早
期
改
築
に
つ
い
て

 

答　

美
里
地
区

別
公
住
は
早
期
の
繰
り
上
げ
改
築
に
努
力

舘 

　
　
忠 

良
　
議
員

一
般
質
問

４
月
28
日
に
美
里
地
区
公
営
住
宅

を
襲
っ
た
暴
風
は
屋
根
を
吹
き
飛

ば
し
、
住
民
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。以
下
、
居

住
環
境
改
善
を
含
め
た
改
築
推
進
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

①�


別
の
新
泉
公
住
移
転
入
居
の
推
進
に

つ
い
て
。

②�


別
公
住
の
現
状
の
改
築
年
度
の
見
直

し
と
早
期
繰
り
上
げ
改
築
計
画
の
推
進

に
つ
い
て
。

③�

当
面
の
居
住
環
境
改
善
の
推
進
計
画
に

つ
い
て
。

町
長
答
弁

４
月
28
日
の
暴
風
被
害
は
、

別

公
住
２
棟
の
屋
根
お
よ
び
ト
タ
ン
が
剥
が

れ
、仮
押
さ
え
の
応
急
措
置
を
実
施
。早
急

に
修
繕
対
応
し
、５
月
27
日
に
完
了
。泉
団

地
で
解
体
後
の
住
民
は
優
先
的
に
新
公
住

に
入
居
す
る
た
め
、
他
地
域
か
ら
の
入
居

は
そ
の
後
と
な
る
。緊
急
度
を
勘
案
し
、


別
公
住
建
て
替
え
事
業
は
計
画
を
前
倒
し

問

し
、
平
成
29
～
33
年
度
ま
で
に
27
戸
建
設

予
定
。こ
の
年
度
に
固
守
せ
ず
に
１
年
で

も
早
く
対
応
し
た
い
。公
営
住
宅
建
設
は
、

平
成
22
年
度
に
見
直
し
た
弟
子
屈
町
公
営

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
の
っ
と
り
整
備

計
画
を
進
め
て
い
る
。平
成
28
年
度
ま
で

泉
ケ
丘
団
地
60
戸
建
設
、
川
湯
敷
島
団
地

は
29
～
32
年
度
ま
で
建
て
替
え
事
業
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、み
は
ら
し
台
団
地

は
給
排
水

お
よ
び
高

断
熱
化
の

実
施
に
よ

り
、
長
寿

命
化
と
住

環
境
整
備

向
上
の
目

的
で
平
成

30
年
度
ま

で
改
修
す

る
。

改修中の別公住

答
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◆わたしたちの町議会てしかが

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
日
本
も
参
加
交

渉
に
入
っ
た
が
、
北
海
道
の
経
済

的
影
響
の
試
算
が
出
さ
れ
、
根
室
地
域
の

試
算
も
先
日
報
道
さ
れ
た
が
、
町
村
会
で

釧
路
地
域
の
試
算
は
算
定
さ
れ
た
の
か
伺

う
。ま
た
、本
町
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
、
も
し
本
町
の
試
算
を
さ
れ

て
い
る
な
ら
示
し
て
も
ら
い
た
い
。あ
く

ま
で
も
予
想
で
あ
る
が
、
交
渉
参
加
に
よ

る
本
町
の
将
来
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
町
長
に
伺
う
。

町
長
答
弁

環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
11
カ
国
で
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
高
い
自
由
化
を

目
標
と
し
非
課
税
分
野
や
新
し
い
貿
易

課
題
を
含
む
包
括
的
な
協
定
と
し
て
交

渉
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
年
４
月
に
、

自
民
党
・
公
明
党
本
部
さ
ら
に
北
海
道
選

出
の
政
府
与
党
議
員
に
対
し
、
参
加
表
明

へ
の
遺
憾
の
意
と
、
協
定
参
加
へ
の
反
対

を
伝
え
、
交
渉
か
ら
の
撤
退
な
ど
万
全
な

対
応
を
求
め
る
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。北
海
道
農
業
な
ど
へ
の
影
響
額
は

４
千
７
百
62
億
円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、

本
町
で
は
59
億
円
あ
る
農
畜
産
販
売
額
は

９
割
が
減
少
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。 

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
交
渉
結
果
に
よ
っ
て
は

農
畜
産
物
の
み
な
ら
ず
、建
設
業
・
医
療
な

ど
地
域
経
済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
情
報
収
集
に
努

め
、対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　 

水
道
、温
泉
地
地
下
埋
設
管
の
現
況
図
に
つ
い
て

 

答　

電
子
化
し
た
基
本
図
を
作
成
中

本
町
の
水
道
管
な
ら
び
に
温
泉
管

の
全
体
計
画
図
の
未
整
備
を
昨
年

度
よ
り
現
状
図
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
ま
で
進
め
ら
れ
た
か
、
現
況
を

示
し
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、
全
体
図
と
現

地
の
整
合
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

問

副
町
長
答
弁

平
成
23
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

水
道
お
よ
び
温
泉
管
な
ど
の
埋
設
位
置
図

面
の
不
備
に
よ
り
、
管
の
破
損
事
故
が
あ

る
こ
と
か
ら
管
路
を
集
約
し
た
図
面
を

作
成
す
べ
き
と
の
ご
指
摘
を
受
け
、
昨
年

度
よ
り
職
員
を
配
置
し
作
業
を
進
め
て
い

る
。現
在
の
進
捗（
し
ん
ち
ょ
く
）状
況
だ
が
、

現
況
図
、地
籍
図
、航
空
写
真
図
を
利
用
し

水
道
本
管
の
埋
設
位
置
を
重
ね
合
わ
せ
た

電
子
化
し
た
基
本
図
を
作
成
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。今
後
、基
本
図
に
よ
り
仕
切
弁

の
位
置
、給
水
台
帳
な
ど
の
入
力
を
進
め
、

平
成
26
年
度
中
に
は
弟
子
屈
市
街
地
の
管

路
図
の
使
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
平

成
27
年
度
以
降
に
は
川
湯
市
街
地
、
農
村

部
地
域
を
随
時
使
用
開
始
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。図
面
と
現
地
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調

査
、測
量
を
実
施
し
、精
度
の
高
い
図
面
を

作
っ
て
い
く
。こ
の
図
面
が
完
成
す
る
と

水
道
事
故
の
減
少
、老
朽
管
の
改
修
計
画
、

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
復
旧
対
応
な
ど

多
岐
に
利
活
用
で
き
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

 

答　

情
報
収
集
に
努
め
、対
応
を
検
討

答

答

教
育
委
員
会
所
管
で
実
施
し
て
い

る
事
業
は
、何
件
あ
る
の
か
。ま
た

参
加
人
数
は
何
人
か
。自
主
的
事
業
に
対

し
、町
が
後
援
し
て
い
る
事
業
と
教
育
委
員

会
が
企
画
し
町
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
事
業
と
に
分
け
て
、お
知
ら
せ
願
い
た

い
。ま
た
、傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
状
況
お

よ
び
実
施
団
体
へ
の
傷
害
保
険
な
ど
に
つ

い
て
の
内
容
の
周
知
、
加
入
促
進
に
つ
い

て
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

教
育
長
答
弁

昨
年
度
の
社
会
教
育
事
業
実
績

は
、教
育
委
員
会
の
主
催
23
事
業
、参
加
者

数
は
延
べ
１
万
１
千
５
０
０
人
ほ
ど
、
社

会
教
育
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
開
催
の
実

施
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
が
援
助
や
後

援
を
行
っ
て
い
る
26
事
業
、
参
加
人
数
延

べ
１
万
３
千
４
０
０
人
ほ
ど
と
な
っ
て
い

る
。次
に
事
業
に
係
る
保
険
の
状
況
だ
が
、

そ
の
事
業
内
容
に
よ
っ
て
全
て
が
加
入

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
事
業
内
容

に
よ
り「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
傷
害
保
険
」

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」な
ど
に
加
入
し
て

い
る
。昨
年
度
の
加
入
実
績
は
主
催
９
事

業
、
後
援
な
ど
15
事
業
。こ
の
よ
う
な
状

況
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
思
い
が
け
な
い

事
故
や
け
が
に
対
す
る
体
制
の
充
実
を
図

問 問
　 

社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

答　

 

関
係
団
体
へ
周
知
し
、加
入
促
進
を
図
る

る
上
で
、事
故
防
止
は
も
と
よ
り
、今
後
の

保
険
加
入
促
進
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

は
、各
関
係
団
体
へ
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
広
め
加
入
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　 

町
民
に
親
し
ま
れ
る
課
の
名
称
に
つ
い
て

 

答　

町
民
の
意
見
を
十
分
聴
き
な
が
ら
対
応

山 

田
　
　 
博
　
議
員

一
般
質
問

弟
子
屈
町
事
務
分
掌
条
例
が
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
課
の
名
称

か
ら「
町
民
」が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、町
民
の
間
に
戸
惑
い
の
声
が
あ
る
。町

民
サ
ー
ビ
ス
は
総
合
サ
ー
ビ
ス
室
の
設
置

な
ど
従
前
よ
り
充
実
し
た
体
制
と
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
課
の
名
称
か
ら「
町
民
」

が
消
え
た
こ
と
で
あ
る
。管
内
１
市
７
町

村
で
は「
市
民
・
町
民
・
住
民
」と
い
う
名
称

が
つ
い
た「
課
」が
な
い
の
は
本
町
だ
け
で

あ
る
。も
っ
と
、町
民
に
親
し
ま
れ
る「
課
」

問

の
名
称
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長
答
弁

第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
を
達

成
す
る
た
め
の
組
織
編
制
を
す
る
こ
と

で
、事
務
分
掌
条
例
の
改
正
と
併
せ
、町
民

を
は
じ
め
来
庁
す
る
皆
さ
ま
が
分
か
り
や

す
い
、
時
代
に
合
っ
た
課
の
名
称
変
更
を

し
た
も
の
で
あ
る
。環
境
生
活
課
も
こ
の

よ
う
な
考
え
の
も
と「
町
民
課
」か
ら
名
称

を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
広
い
意
味

で
の
町
民
生
活
を
新
し
い
課
名
の
生
活
に

包
含
す
る
こ
と
で
、
旧
町
民
課
の
窓
口
的

な
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
損
な
う
こ
と
が
な
い

と
考
え
変
更
し
た
。い
ず
れ
に
し
て
も
、町

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
は
十
分
配
慮
し
て

い
き
た
い
。ま
た
、
課
の
名
称
に
つ
い
て

も
、そ
の
時
代
に
合
っ
た
も
の
、町
民
に
親

し
ま
れ
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
。

加
え
て
、
今
回
の
ご
質
問
に
対
し
て
は
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
十
分
聴
き
な
が

ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

答

時代に即し分かりやすい課名に

答

さまざまな社会教育事業を展開
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平
成
25
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２

０
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、
70
億
１
千
２

３
３
万
１
千
円
と
し
た
。

　

今
回
の

補
正
の
主

な
も
の

は
、
歳
入

で
は
前
年

度
繰
越
金

を
、
歳
出

で
は
姉
妹

友
好
都
市

盟
約
30
周

年
記
念
交

流
事
業
に

係
る
経
費

な
ど
を
計

上
。

議長会関係

　４月10日　　　　　釧路町村議会議長会会計監査
　５月1７日　　　　　�釧路町村議会議長会５月定例会
　５月2７～29日　　　第38回町村議会議長・副議長研修会
　６月５～６日　　　北海道町村議会議長会第64回定期総会

委員会関係

　３月2７日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月10日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月19日　　　　　議会広報編集特別委員会
　５月８日　　　　　議会運営委員会
　５月14日　　　　　総務経済常任委員会
　６月３日　　　　　議会運営委員会
　６月４日　　　　　文教厚生常任委員会

一部事務組合関係

　３月25日　　　　　�平成25年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会
　３月26日　　　　　�平成25年第１回釧路公立大学事務組合議会３月定例会

その他

　３月12日　　　　　弟子屈町自衛隊入隊予定者激励会
　３月14日　　　　　自治体との地域公共交通などに関する取り組みについての意見交換
　３月15日　　　　　弟子屈町教育関係者合同送別会
　３月19日　　　　　第48代横綱大鵬故納谷幸喜殿「偲

し の

ぶ会」打ち合わせ
　３月22日　　　　　平成24年度弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月26日　　　　　平成24年度町立保育園卒園式（川湯保育園）
　３月2７日　　　　　平成24年度町立保育園卒園式（おひさま保育園）
　３月30日　　　　　ＴＰＰ協定に関する緊急要請会
　３月31日　　　　　第48代横綱大鵬故納谷幸喜殿「偲ぶ会」
　　　　　　　　　　川湯相撲記念館名称変更に係る除幕式
　４月１日　　　　　議会事務局職員人事発令に伴う辞令交付
　４月２日　　　　　摩周湖農業協同組合第13回通常総会
　　　　　　　　　　平成25年度町立保育園入園式（川湯保育園）
　４月３日　　　　　平成25年度町立保育園入園式（おひさま保育園）
　４月８日　　　　　ＴＰＰについての情勢報告ならびに懇談会
　４月９日　　　　　弟子屈町教育関係者合同歓迎会
　４月11～12日　　　�釧路管内市町村長、議会議長ならびに６農協組合長合同によるＴＰ

Ｐ協定に関する要請
　４月15日　　　　　�「たんちょう釧路－東京間」ＡＩＲ�ＤＯ・ＡＮＡ共同運航路線就航記念

祝賀会
　４月26日　　　　　安全祈願祭
　５月７日　　　　　2013年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　５月12日　　　　　釧路北部消防事務組合創設40周年記念式典
　５月16日　　　　　札幌航空交通管制部の存続・充実を求める陳情対応
　５月1７日　　　　　平成25年度弟子屈町商工会通常総会
　５月23日　　　　　自衛隊帯広地方協力本部長表敬訪問
　５月24日　　　　　台湾新世紀文化芸術団ウェルカムパーティー
　５月28日　　　　　平成25年度弟子屈町議会ＯＢ会総会・懇親会
　５月29日　　　　　平成25年度北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会総会
　　　　　　　　　　平成25年度釧路地方総合開発促進期成会定期総会
　５月30日　　　　　まちづくりアドバイザーと町議会議員との懇談会
　５月31日　　　　　てしかがえこまち推進協議会平成25年度定期総会
　５月31～６月１日　第48代横綱大鵬故納谷幸喜国民栄誉賞受賞を祝う会
　６月７日　　　　　新党大地　大地塾６月例会
　６月９～10日　　　札幌弟子屈会第55回総会

◆わたしたちの町議会てしかが

13

　

議
会
の
動
き   

（
３
月
６
日
～
６
月
10
日
）

意

見

書

な

ど

　

委
員
会
付
託
に
よ
る
閉
会
中
の
継
続
審

議
と
な
っ
た
意
見
書
な
ど
。（
２
件
）

◎�

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
の
受
け
入
れ
拒
否
に
関
す
る
決
議
に

つ
い
て（
決
議
案
第
１
号
）

　

提
出
者
か
ら
の
決
議
案
の
取
り
下
げ
申

し
出
に
よ
り
、
本
会
議
で
そ
の
取
り
下
げ

を
許
可
。

◎�

泊
原
発
の
再
稼
動
に
対
す
る
意
見
書
に

つ
い
て（
意
見
書
案
第
２
号
）

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
と
な
っ

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
北
海

道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
６
月
27
日
、

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
で
は「
議
会
改
革
に
期
待
す
る
」

と
題
し
た
慶
応
義
塾
大
学
教
授
の
片
山
善

博
氏
の
、
第
２
部
で
は「
今
後
の
政
局
・
政

治
展
望
」と
題
し
た
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の

伊
藤
惇
夫
氏
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

行
程
の
途
中
、
㈱
ア
レ
フ
北
海
道
恵
庭

工
場
を
視
察
し
た
。こ
の
工
場
は
循
環
型

環
境
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
取
り
入

れ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
率
を
50
％
削
減
を

実
現
し

た
工
場

で
、
経

済
産
業

省
の
新

エ
ネ
大

賞「
資

源
エ
ネ

ル
ギ
ー

庁
長
官

賞
」
を

受
賞
し

て
い
る
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会

平成25年

第２回臨時会
（７月９日）

　

平
成
25
年
第
２
回
臨
時
会
が
７
月
９
日

に
開
催
さ
れ
、工
事
請
負
契
約
の
締
結（
１

件
）、
財
産
の
取
得（
１
件
）、
平
成
25
年
度

弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正
を
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

審
議
の
あ
ら
ま
し

財

産

の

取

得

て
い
た
意
見
書
第
２
号
は
、
委
員
長
報
告

の
後
、本
会
議
で
採
決
の
結
果
、不
採
択
。

議会議員研修会（上）とアレフ工場の視察（下）

◎�
和
琴
小
学
校
防
災
機
能
強
化
改
修
工
事

に
つ
い
て


工
事
の
場
所
／
和
琴
小
学
校


契
約
の
方
法
／
指
名
競
争
入
札


契
約
金
額
／
１
億
１
千
７
百
60
万
円

 

契
約
の
相
手
方
／
近
藤
・
畑
中
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

◎�

可
搬
型
非
常
用
電
源
設
備
の
導
入
に
つ

い
て


数
量
／
４
式


取
得
価
格
／
１
千
６
百
59
万
円


契
約
の
方
法
／
指
名
競
争
入
札


取
得
先
／
㈱
大
栄
電
業

補
　
正
　
予
　
算

今年30周年を迎える日置市との姉妹都市交流（昨年の様子）
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　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない

児童を養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　 受給資格者の収入から給与所得控除などを控除し、養育費の８
割相当額を加算した所得額と上記の額を比較して、全部支給、一
部支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　 所得税法に規定する老人控除対象配偶者、老人扶養親族または
特定扶養親族がある場合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　①老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵�孤児などの養育者、配偶者および扶養義務者の場合は、老人扶養

親族１人につき６万円
３　 扶養親族等が６人以上の場合には、１人につき38万円（扶養親族

などが２の場合にはそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある満20歳未満の児童につい

て、児童の福祉の増進を図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年

の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月〜翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、対象児童

が公的年金を受けることができたり、福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。

※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当

   問い合わせ先

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　１９
　５７
　９５
１３３
１７１
２０９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、
配偶者、扶養義務者の
所 得 制 限 限 度 額

本　　　人
全 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

一 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　　　　得　　　　額

受　　給　　者 配偶者および養育者

ご存じですか？

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格者（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き

所得制限限度額

児童扶養手当について／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

特別児童扶養手当について／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

児 童 扶 養 手 当

手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／41,430円・一部支給／41,420〜9,780円

▼児童２人以上の加算額

　２人目／5,000円・３人目以降１人につき3,000円

▼１級該当児童１人につき50,400円

▼２級該当児童１人につき33,570円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児

童を扶養している父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育し

ている方に支給されます。児童が心身に中程度以上の障がいがあ

る場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

　① 父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童

　②父（母）が死亡した児童

　③ 父（母）が一定の障がいの状態にある児童

　④父（母）の生死が明らかでない児童

　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童

　⑥父（母）が引き続き１年以上拘禁されている児童

　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童

　⑧父（母）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児童の父、も

しくは母、または父母に代わって児童を養育している

方に手当が支給されます。

水質基準値 備　考検 査 項 目 測定結果単位
検出されないことアルキル水銀　 不検出ｍｇ/Ｌ
0.0005以下総水銀 0.0005未満ｍｇ/Ｌ2
0.01以下カドミウム 0.0003未満ｍｇ/Ｌ3
0.01以下鉛 0.007ｍｇ/Ｌ4
0.05以下六価クロム　 0.005未満　ｍｇ/Ｌ5
0.01以下ヒ素 0.002ｍｇ/Ｌ6

検出されないこと全シアン 不検出ｍｇ/Ｌ7
0.01以下セレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ8
0.03以下トリクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ9
0.01以下テトラクロロエチレン 0.0005未満ｍｇ/Ｌ10
0.02以下ジクロロメタン 0.002未満ｍｇ/Ｌ11
0.002以下四塩化炭素　 0.0002未満ｍｇ/Ｌ12
0.004以下1,2-ジクロロエタン 0.0004未満ｍｇ/Ｌ13
0.02以下1,1-ジクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ14
0.04以下シス-1,2-ジクロロエチレン 0.004未満ｍｇ/Ｌ15
１以下1,1,1-トリクロロエタン 0.001未満ｍｇ/Ｌ16
0.006以下1,1,2-トリクロロエタン 0.0006未満ｍｇ/Ｌ17
0.002以下1,3-ジクロロプロペン 0.0002未満ｍｇ/Ｌ18
0.01以下ベンゼン 0.001未満ｍｇ/Ｌ19

検出されないことポリ塩化ビフェニル　 不検出ｍｇ/Ｌ20
0.006以下チウラム 0.0006未満ｍｇ/Ｌ21
0.003以下シマジン 0.0003未満ｍｇ/Ｌ22
0.02以下チオベンカルブ 0.002未満ｍｇ/Ｌ23
１以下ダイオキシン類 0.19pg-ＴＥＱ24

揮発性有機
化　合　物

重金属類など

1

農 薬 な ど問い合わせ先

役場環境生活課環境係

☎４８２‐２９３４（課直通）

　美留和一般廃棄物処理場では、
有害項目の水質検査（第１回目）を
実施しましたので、その結果を
お知らせします。
　検査結果は法定基準値以内で
あり、異常はありませんでした。
　水質検査は年２回実施します
ので、次回についても検査終了
後、広報紙でお知らせします。

地下水の水質検査結果

美留和
処理場 水質検査結果のお知らせ

　ごみを収集する際、分別に誤りがあった

り、分別が不十分だったりした場合には、

黄色いシールをごみ袋に貼り、収集を行い

ません。シールには収集できなかった理由

が書いてあり、該当する理由にチェックマ

ークが付けられます。ご確認の上、再度分

別を行ってください。

　再分別後、シールははがさずに、分別し

た旨チェックマークを付けてください。ご

み袋をもう一度使用することができます。

問い合わせ先／役場環境生活課環境係
☎４８２‐２９３４（課直通）

　ごみ箱から悪臭がしない

よう、収集されなかったごみ

袋や、こぼれ落ちたごみなど

を放置せず、清潔に使用する

よう心掛けましょう。

もう一度確認！
ごみを出すときのルールとマナー

ごみ箱は清潔に

きちんと分別

飼い犬には狂犬病の予防注射を！

狂犬病予防法に違反すると、罰金を科せられる場合が
あります。

　狂犬病予防法により、次のことが義務付けられています！

 お住まいの市区町村に飼い犬を登録すること。

 飼い犬に年１回の予防注射を受けさせること。

※�違反すると20万円以下の罰金の対象になります。

▼犬の登録先

　役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

▼予防注射実施先

釧路地区農業共済組合弟子屈支所☎４８２‐２５７１

三城家畜病院☎４８２‐２９５５

問い合わせ先／役場環境生活課生活係
☎４８２‐２９３４（課直通）

飼い犬のフンはきちんと処理！
　犬の散歩時のフンの放置は、周辺の方々に迷惑になるばかりで

なく衛生面でも悪影響を及ぼします。必ず飼

い主の方が持ち帰り、処理していだくようお

願いします。

　自分の敷地内だからといって、フンなどを散

らかしたままにしておくこともやめましょう。
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摩周の里 夏まつり
摩周の里 夏まつりが７月13、14の両日、役場前駐車場で開催されました。

同実行委員会が主催したもので、今年で３回目。町民有志の皆さんが中心

となって、多彩なイベントを企画しました。

13日はゲームやカラオケなどのイベントのほか、弟子屈小学校・弟子屈中

学校・弟子屈高校の吹奏楽、ＰＬバトントワラー弟子屈教室・摩周蝦夷太

鼓保存会の発表が行われました。

14日は恒例となった第18回全道摩周玉入れ選手権大会が行われ、熱戦が

繰り広げられました。

なつ　祭り　いろいろ 16

子どもにも大人にも人気の缶蹴りゲーム

勇ましい摩周蝦夷太鼓

　毎年恒例となった「子どもフェスティ
バル」を、９月に開催します。
　今年も、北海道教育大学釧路校の先生
と学生の皆さんが遊びに来てくれること
になりました。
　子どもたちはもちろん、お父さんやお
母さんも一緒に楽しみませんか？皆さん
のご来場をお待ちしています！

▼日時／９月７日㈯　10時〜14時

▼場所／町公民館

▼内容
�折り紙＆ペーパークラフト　　伝承遊び　　手作りおやつ　　ネイチャークラフト
乳幼児コーナー　　北海道教育大学釧路校によるコーナー　　その他
歯ピカ表彰式（13:30〜）
　※�対象者の方には、健康推進課健康推進係から事前にご案内します。
　当日は、バス・ワゴン車での送迎を行います。（事前の申し込みが必要です）
　乗車希望の方は、乗車時間や停留所などを子どもフェスティバル実行委員
会にお問い合わせください。

 みんな集まれ！

楽しいイベントがいっぱいだよ！

問い合わせ先／弟子屈町子どもフェスティバル実行委員会☎４８２‐５６６７（役場福祉こども課子育て推進係）

１日遊んでいく方

は、お弁当を持って

きてくださいね。

冷たい麦茶（無料）は

用意してあります。

昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

ぞろ目が出たら豪華景品のサイコロゲーム

祭りには欠かせない弟子屈音頭 白熱の玉入れ大会

チームごとに作戦を練って

第52回弟高祭が、７月13日から14日にかけて開催されました。

今年のテーマ「NEXT INNOVATION」のもと、パレードや摩周の里

夏まつりでのアトラクション披露、各クラスごとに趣向を凝

らしたホームルームスペース、委員会や部活動の展示などが

行われました。

第52回弟高祭

　

弟
子
屈
高
校（
大
泉
斉
校
長
）の
３
年
生
が
、昨

年
に
引
き
続
き
観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト『
観

光
甲
子
園
』に
応
募
し
ま
し
た
。

　

観
光
甲
子
園
は
、
神
戸
夙
川
学
院
大
学（
神
戸

市
）な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主
催
。高
校

生
が
主
役
と
な
っ
て
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
、実

際
に
商
品
化
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る『
地
域

観
光
プ
ラ
ン
』を
募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

生
徒
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い
、講
演

会
や
町
内
巡
検
で
地
元
の
自
然
や
歴
史
、地
場

産
品
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
、地
域
の
観
光
の

現
状
や
課
題
、経
済
的
な
振
興
を
考
慮
し
な
が

ら
、11
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
プ
ラ
ン
ず

つ
、11
プ
ラ
ン
を
造
成
し
ま
し
た
。　

１
校
か

ら
の
応
募

が
３
プ
ラ

ン
ま
で
と

規
定
さ
れ

て
い
る
た

め
、
６
月

26
日
に
校

内
選
考
会

が
開
か
れ

ま
し
た
。

校
長
を
は

じ
め
と
す

る
教
員
の

皆
さ
ん
、

そ
れ
ま
で

プ
ラ
ン
造
成
を
支
援
し
て
き
た
観
光
カ
リ
ス

マ
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
や
、て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
、
役
場
観
光
商
工
課
の
職
員
、

㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し
か
が
の
白
石
社
長
が
見

守
る
中
、生
徒
は
班
ご
と
に
造
成
し
た
プ
ラ
ン

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。そ
の
結
果
、
弟
子

屈
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
共
に
町
内
を
探
索
す
る「
観

光
戦
隊
！
弟
子
屈
レ
ン
ジ
ャ
ー
～
子
連
れ
の

大
人
た
ち
へ
～
」、
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
た
い

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

「
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
じ
ゃ
、
あ
～
り
ま
せ
ん
か
？

～
時
間
を
忘
れ
よ
う
弟
子
屈
で
～
」、
屈
斜
路

湖
・
摩
周
湖
・
９
○
○
草
原
の
３
つ
の
観
光
地
を

結
ん
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
見
立
て
た「
幸
せ

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
in
弟
子
屈
」の
３
プ
ラ
ン

が
選
ば
れ
、観
光
甲
子
園
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
75
校
・
全
１
３
６
プ
ラ
ン
か
ら
10

プ
ラ
ン
が
本
選
出
場
と
い
う
中
、残
念
な
が
ら

同
校
の
本
選
出
場
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
観
光
甲
子
園
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
た
ち

が
自
分
の
故
郷
で
あ
る
弟
子
屈
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
学
び
、魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
今
後
、造
成
し
た
プ
ラ
ン
を
さ
ら

に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、12
月
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
向
け
の
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光
商
工
課
☎
４

　

８
２
‐
２
９
４
０（
課
直
通
）ま
で
。

弟
高
生
が
観
光
甲
子
園
に
挑
戦

造成したプランを発表する生徒
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弾ける笑顔　　飛び散る汗　　湧き上がる歓声

　６月８日から７月７日にかけて、町内各小・中学校と川湯

保育園、奥春別森の保育園、摩周丘幼稚園で、運動会・体育

大会が行われました。

　どの会場も子どもたちは元気いっぱい！今年はどの会

場もお天気に恵まれ、お父さんやお母さんなどが見守る

中、日ごろの練習成果を発揮。各会場とも、熱い声援が飛び

交いました。

※ おひさま保育園の運動会の様子については、終了後にご紹介します。

運動会★体育大会

19 18

①急いでトンネルを潜り抜けろ（摩周丘幼稚園）／②小学生のお兄さん・
お姉さんと一緒に（奥春別森の保育園）／③元気良く選手宣誓（美留和小
学校）／④勝利のガッツポーズ（和琴小学校）／⑤１年生�初めての運動会
で玉入れ（弟子屈小学校）／⑥３年ぶりにグラウンドでの体育大会（弟子
屈中学校）／⑦お母さんと息を合わせて（川湯小学校）／⑧全校児童が力
を合わせて一輪車を披露（昭栄小学校）／⑨勇ましくよさこいを舞う（奥
春別小学校）／⑩必死の綱取り（弟子屈中学校）／⑪ソーラン節頑張るぞ
（摩周丘幼稚園）／⑫借り物競争�お題は何かな（川湯小学校）／⑬白熱の
二人三脚リレー（川湯中学校）／⑭気持ちを一つに大縄跳び（奥春別小学
校）／⑮バランスもスピードも大事な大玉運び（弟子屈小学校）／⑯炎天
下の徒競走（弟子屈中学校）／⑰チームワークが勝利の鍵（弟子屈小学校）／
⑱元気にお遊戯（川湯保育園）／⑲懸命にバトンをつなぐリレー（弟子屈
小学校）

①

②

③

④

⑤⑥⑦

⑧

⑨

⑩⑪

⑫

⑬

⑭

⑮⑯

⑰

⑱

⑲
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平
成
20
年
に
始
ま
っ
た
特
定
健

診
。ま
だ
ま
だ
低
め
で
は
あ
り
ま
す

が
、本
町
は
順
調
に
受
診
率
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
に
、保

健
師
が
特
定
健
診
保
健
指
導
と
い
う

も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。メ
タ
ボ
の

兆
候
が
見
ら
れ
る
早
い
段
階
か
ら
保

健
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、そ
の
後

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
試
み
で
す
。

　

保
健
指
導
と
い

う
と
、
い
ろ
い
ろ

う
る
さ
く
言
わ
れ

そ
う
…
と
い
う
イ

ヤ
～
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
最
近

の
保
健
指
導
は
変

わ
っ
た
ん
で
す
よ

!!
耳
が
痛
く
な
る

よ
う
な
お
説
教
で

は
な
く
、
頑
張
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の

様
子
を
確
認
し
て

今月の保健師

丹羽　真弓�さん

特
定
健
診
保
健
指
導
の
効
果

相
談
に
応
じ
た
り
、正
し
い
情
報
を

提
供
し
た
り
し
て
、応
援
す
る
こ
と

が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
成
果
は
と
い
う
と

…
。

　

平
成
20
・
21
年
度
に
特
定
健
診
保

健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
で
、平

成
24
年
度
に
も
特
定
健
診
を
受
診

し
て
い
た
49
人
の
方
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、保
健
指
導
を
受
け
て

い
る
方
は
、受
け
て
い
な
い
方
に
比

べ
、腹
囲
や
体
重
が
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
し
た
！（
グ
ラ
フ
１
）そ
し
て
、

平
成
24
年
度
ま
で
に
、49
人
中
半
数

以
上
の
方
の
体
重
・
腹
囲
が
改
善
し

て
い
ま
し
た
！（
表
２
）こ
れ
は
や
は

り
、受
診
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
診
断

を
受
け
て
、そ
の
結
果
を
き
ち
ん
と

把
握
し
、
少
し
生
活
に
気
を
つ
け

る
、そ
し
て
そ
れ
を
習
慣
に
す
る
こ

と
で
、体
や
血
液
を
改
善
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
自
分
の
力
で
健
康

で
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、何
よ

り
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
総
合
健
診
も
始

ま
り
ま
す
。１
年
に
一
度
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
怠
ら
ず
、毎
日
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

▼�

秋
の
総
合
検
診
日

程
�

日
時
／
９
月
29
日

㈰
～
10
月
３
日
㈭

６
時
～
10
時

�

場
所
／
福
祉
セ
ン

タ
ー

�

内
容
／
特
定
健
診
、

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
・
骨
そ
し
ょ
う
症
検
診

な
ど

※�

日
曜
日
に
も
行
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

日
程
に
つ
い
て
は
自
治
会
回
覧

で
周
知
し
ま
す
の
で
、お
見
逃
し

な
く
!!

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推

進
課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

たたきキュウリのめんつゆ漬け

【材料（２～３人分）】

キュウリ　　　　　　　　　　　２本
塩　　　　　　　　　　　　　　適量
めんつゆ　　　　　　　　　　　1/3カップ

（ストレートタイプ）
一味唐辛子　　　　　　　　　　少 （々好みで）

【作り方】

①�キュウリは塩をまぶして板ずり（まな板の上でごろ
ごろさせる）し、10分くらい置く。

②�①をさっと洗ってから縦半分に切り、棒などで軽く
たたいてから食べやすい大きさに切る。ビニール袋
に、めんつゆと一味唐辛子とともに入れ、10分くら
い漬ける。（たたくと味がしみ込みやすくなります）

③�汁けを切って皿に盛り付ける。（漬け込み時間が長
くなると味が濃くなるので、好みの漬け時間にして
みましょう）

ナスとニンジンのナムル風

【材料（２人分）】

ナス　　　　　　　　　　　　　２本
ニンジン　　　　　　　　　　　２㎝
　白いりごま　　　　　　　　　大さじ1/2
　ごま油　　　　　　　　　　　小さじ１
　おろしニンニク　　　　　　　小さじ1/2
　しょうゆ　　　　　　　　　　小さじ1/2
　一味唐辛子　　　　　　　　　少 （々好みで）

【作り方】

①�ナスはヘタを取ってラップに包み、電子レンジで柔
らかくなるまで加熱して、食べやすい大きさに切
る。ニンジンは千切りにし、しんなりするまで電子
レンジで加熱する。

②�いりごまと調味料を混ぜたもので①をあえる。

ピーマンの肉詰め

【材料（２人分）】

ピーマン　　　　　　　　　　　３個（大きめ）
合びき肉　　　　　　　　　　　100g
玉ネギ　　　　　　　　　　　　1/6個
卵　　　　　　　　　　　　　　適量
パン粉　　　　　　　　　　　　適量
塩・こしょう　　　　　　　　　 少々
でんぷん　　　　　　　　　　　適量
油　　　　　　　　　　　　　　適量
好みの調味料（ケチャップなど）　適量

【作り方】

①�ピーマンは縦半分に切って、種とヘタを取る。玉ネ
ギはみじん切りにして、電子レンジでさっと加熱す
る。

②�ボウルにひき肉と冷めた玉ネギを入れ、卵とパン
粉、塩・こしょうを加え、粘りが出るまでこねて６等
分する。

③ピーマンの内側にでんぷんをまぶし、②を詰める。
④�熱したフライパンに油を入れ、③を肉が下になるよ
うに入れてふたをして、中火で肉に火が通るまで焼
く。裏返して軽く焼き色が付くまで焼く。皿に盛り
つけ好みの調味料を付けて食べる。

　夏野菜には、夏に必要な水分とビタミン類がたっぷり含まれているので、夏の暑さで弱る胃腸を刺激して消

化などを助ける働きがあります。また、水分をとることもできます。

　夏野菜をたっぷりとって、暑さに負けないようにしたいですね。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

{

舘
たち

　花
か

寿
す

美
み

 ちゃん 川
かわ

崎
さき

　蒼
そ

空
ら

 ちゃん 杉
すぎ

山
やま

　陽
はる

都
と

 ちゃん今
いま

井
い

　俐
り

玖
く

 ちゃん 浦
うら

田
た

　育
いく

美
み

 ちゃん

萩
はぎ

原
わら

　希
のぞみ

 ちゃん 樋
ひ

口
ぐち

　愛
あい

海
み

 ちゃん 小
こ

泉
いずみ

　颯
そ

葉
よ

 ちゃん

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年
弟子屈町 20.4％ 19.７％ 26.4％ 30.9％
北海道 20.9％ 21.5％ 22.6％ 23.5％

（表１）特定健診受診率の変化

（グラフ１）

腹囲１㎝以上減 29人（59.20％）

体重１㎏以上減 25人（51％）

（表２）
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更
科
は
、
北
海
道
の
風
俗
や
ア
イ
ヌ

文
化
の
解
説
な
ど
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

放
送
に
出
演
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。更
科
資
料
に
は
放
送
台
本
類
も

あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
北
海
道
放
送

（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）の「
ふ
る
さ
と　
て
し
か
が
」の

台
本
が
あ
り
ま
す
。

　
『
弟
子
屈
町
史
―
昭
和
56
年（
１
９
８

１
年
）』に
よ
れ
ば
、弟
子
屈
で
テ
レ
ビ
放

送
が
き
れ
い
に
受
信
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、１
９
６
４（
昭
和
39
）年
12
月

６
日
、
仁
多
山
に
テ
レ
ビ
中
継
所
が
設

置
さ
れ
て
か
ら
で
し
た
。こ
の
弟
子
屈

の
記
念
す
べ
き
日
に
合
わ
せ
て
、
北
海

道
放
送
で
記
念
番
組
が
組
ま
れ
た
の
で

す
。番
組
収
録
は
12
月
５
日
に
行
わ
れ
、

出
演
者
は
当
時
の
横
山
徳
住
弟
子
屈
町

長
、
瀬
野
清
弟
子
屈
町
文
化
協
会
会
長
、

郷
土
史
研
究
家
・
更
科
源
藏
、
司
会
は
阿

部
謙
夫
北
海
道
放
送
社
長
と
遠
藤
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
で
し
た
。12
月
８
日
に
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
本
に
は
番
組
全
体
の
流
れ
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
問
い

に
更
科
が
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
て
、

　

 

和
人
と
し
て
最
初
に
弟
子
屈
を
訪

れ
た
人
は
松
浦
武
四
郎

　


地
名
の
由
来

　


先
住
民
ア
イ
ヌ
と
受
刑
者

　

 

当
時
の
ア
イ
ヌ
の
生
活
―
豊
富
な

採
取
資
源
・
平
和
な
ア
イ
ヌ
同
士
の

交
易

　


温
泉
開
拓
者
―
白
虎
隊
の
落
武
者

　

 
更
科
の
父
が
農
業
を
創
設
し
た
こ

と

　


硫
黄
の
発
見

　


帝
室
御
料
地
の
意
義

　

な
ど
が
尋
ね
ら
れ
、
フ
ィ
ル
ム
映
像

と
更
科
の
解
説
で
弟
子
屈
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
阿
部
社
長
を
進
行
役
に
、
横

山
町
長
、
瀬
野
文
化
協
会
会
長
の
座
談

会
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

更
科
資
料
に
は
数
点
の
録
音
テ
ー
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
経
年
劣
化
で
傷
ん
で

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
他
の
メ
デ
ィ

ア
変
換
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
状
態
で

す
。レ
コ
ー
ド
盤
に
放
送
を
録
音
し
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
存
状
態
が

良
く
な
く
、
レ
コ
ー
ド
盤
表
面
に
蒸
着

し
た
ビ
ニ
ー
ル
が
劣
化
で
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。早
い
時
期
に
メ
デ

ィ
ア
変
換
を
し
て
お
け
ば
と
悔
や
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
番
組
も
含
め
て
、
録
音
テ
ー
プ

や
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
ど
こ
か
に
保
存
さ
れ
て
い

る
と
、
更
科
文
学
に
お
い
て
文
字
で
は

表
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
例
え
ば
更

科
の
北
海
道
の
歴
史
や
風
俗
の
捉
え

方
、
更
科
の
人
物
像
が
さ
ら
に
分
か
る

の
で
す
が
。

放送台本『ふるさと  てしかが』

●更科源藏資料紹介

第
100
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治3７）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

台本の表紙（上）と出演者欄（左）

新 刊 案 内

北海道新聞社が募
集した、愛犬の「と
っておきの１枚」を
まとめた写真集。
道内に住む愛らし
い犬たちに、思わ
ず笑みがこぼれま
す。応募約2,000点
の中から、飼い主
だけに見せるとび
きりステキな表情
1,018点を厳選。

「�
東
京
ホ
タ
ル
」

中
村　

航
ほ
か
／
著

「
旅
す
る
種
ま
き
び
と
」

早
川　

ユ
ミ
／
著

「�

聖
な
る
洞
窟
の
地　

エ
イ
ラ
地
上
の
旅
人
」

上
・
中
・
下

ジ
ー
ン
・
ア
ウ
ル
／
著

「
パ
ソ
コ
ン
の
困
っ
た
を
即
効
解
決
す
る
本
」

ノ
マ
ド
／
著

「�

命
の
ビ
ザ
を
繋つ

な

い
だ
男　

小
辻
節
三
と
ユ

ダ
ヤ
難
民
」

山
田　

純
大
／
著

「
原
色
日
本
島
図
鑑
」

加
藤　

庸
二
／
著

「�

尾
木
マ
マ
、
ど
う
し
て
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
？
」

尾
木　

直
樹
／
著

「�

体
育
の
コ
ツ
絵
辞
典
」

湯
浅　

景
元
／
監
修

「�

北
海
道　

水
辺
の
生
き
物
の
不
思
議
」

堀
内
タ
ケ
シ
／
著

「�

ニ
ャ
ン
と
も
ク
マ
っ
た
も
ん
だ
」

新
井　

洋
行
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

北海道新聞社／編

☆�

特
別
展
示『
み
ん
な
の
夏
休
み

お
す
す
め
本
２
０
１
３
』

　
「
平
成
25
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」の
中
か
ら
、図
書
館
所
蔵
の
図

書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
夏
の
読
書
や
読

書
感
想
文
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈯
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

来
館
時
に
は「
図
書
館
用
バ
ッ

グ
」を

　

図
書
館
の
窓
口
で「
借
り
た
本
が
カ
バ
ン

に
入
り
切
ら
な
く
て
…
何
か
袋
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
な
ど
で
濡
れ
る
と
本
が
傷
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
、
図
書

館
用
バ
ッ
グ
と
し
て
活
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

カワイイ!!道民わんこ

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
８月は8:00～17:00開館（無休）　８月３日㈯～18日㈰は開館時間を19:00まで延長！

　

形
の
違
う

マ
ツ
ボ
ッ
ク

リ
、木
の
枝
や

実
、葉
っ
ぱ
な

ど
が
目
の
前

に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
使

っ
て
何
か
を

作
る
と
し
た

ら
、皆
さ
ん
は
ど
ん
な
モ
ノ
が
頭
の
中

に
浮
か
び
ま
す
か
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、川
湯
の
森
の
恵
み

を
利
用
し
て
自
由
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
が
人
気

で
す
。フ
ク

ロ
ウ
や
タ

ン
チ
ョ
ウ
、

シ
カ
、ク
リ

ス
マ
ス
ツ

リ
ー
な
ど
、

と
て
も
個

性
豊
か
な

～川湯の森から～

作
品
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
、
ス
タ

ッ
フ
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。「
こ
の
恐
竜

を
作
る
ん
だ
！
」と
言
っ
て
、お
気
に

入
り
の
絵
本
持
参
で
来
て
く
れ
た
男

の
子
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
へ
の
お
土
産
に
す
る
」と
１
時
間

近
く
か
け
て
仕
上
げ
た
小
学
生
の
姉

妹
も
い
ま
し
た
。夏
休
み
期
間
中
は
、

工
作
の
宿
題
と
し
て
創
作
に
励
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。ご
家
族
で
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
？
か
え
っ
て
、
大
人
の

方
が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
み
た
い

で
す
よ
。

　

素
材
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
が
、

で
き
れ
ば
材
料
集
め
か
ら
始
め
る
の

が
お
ス
ス
メ
で
す
。自
然
素
材
を
使
っ

た
手
作
り
の
品
は
、
思
い
出
と
一
緒

に
ず
っ
と
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。今

年
の
夏
、
セ
ン
タ
ー
で
は
写
真
立
て

が
作
れ
る
キ
ッ
ト
も
用
意
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、作
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

自然素材を使って世界に一つだけの作品を！

どんな作品が生まれるかな

The Summer 
Vacation 実施中！
　プレゼント付きの企画もあります。

親子で楽しんでください。

▼ �半田晴利・似顔絵展「釧路ロケマッ

プ・スターに乾杯！」－隠れている

文字を探してみよう。

▼ �硫黄って!?－川湯と言えば硫黄。

そのつながりを紹介。

▼ �アイヌ模様切り絵体験－折って切

るだけなのに、ハマります。

▼ �折り紙で北海道にいる動物を作

ろう。

▼ガイドウオーク随時開催！

　詳しくは、ホームページ（http://

www6.marimo.or.jp/k_emc/）も、ご覧

ください。

セ
ン
タ
ー
２
階
で
開
催
中
の
企
画
展
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「
ハ
ワ
イ
ア
ン
体
操
」の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
、

踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 
日
時
／
８
月
24
日
㈯　

10
時
～
正
午
・

９
月
４
日
㈬　

18
時
30
分
～
20
時
30

分
・
９
月
11
日
㈬　

18
時
30
分
～
20
時

30
分（
全
３
回
）

▼
場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼
定
員
／
15
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼ 

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
飲
み
物

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
20
日
㈫

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

公
民
館
講
座「
み
ん
な
で
楽
し

も
う
！
ハ
ワ
イ
ア
ン
体
操
」

　

７
月
２
～
19
日

「
釧
路
ロ
ケ
マ
ッ

プ
・
ス
タ
ー
に
乾

杯
！
半
田
晴
利　

似
顔
絵
展
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。釧
路
在
住
の
画
家
・

半
田
氏
に
よ
る
世
界
の
映
画
ス

タ
ー
の
似
顔
絵
36
点
を
展
示
。

「
幸
せ
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」の

高
倉
健
や
桃
井
か
お
り
な
ど
の

ほ
か
、
オ
ー
ド
リ
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
、
ポ
ー

ル
ニ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
の
似
顔
絵
に
、
来
館

者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼ 

８
月
の
ロ
ビ
ー
展
／「
拓
殖
課
拓
地
係

技
術
員
は
何
を
し
て
き
た
か
～
測
量

技
術
者
と
開
拓
地
の
人
々
～
」昭
和
20

年
代
、
釧
路
国
支
庁
職
員
と
し
て
弟
子

屈
や
標
茶
な
ど
の
開
拓
地
測
量
に
従

事
し
た
井
上
淳
さ
ん
が
制
作
し
た
、
業

務
や
測
量
方
法
の
解
読
パ
ネ
ル
と
、
開

拓
地
の
人
々
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

８
月
３
日
㈯
～
30
日
㈮
。

公民館ロビー展

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、文
化

賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
候
補

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
各
賞
の
対
象

 

文
化
賞
／
科
学
・
芸
術
・
教
育

な
ど
を
通
じ
て
文
化
の
進

展
に
貢
献
し
、そ
の
実
績
が

顕
著
な
個
人
・
団
体
。

 

文
化
奨
励
賞
／
文
化
賞
に

該
当
し
な
い
が
、実
績
が
顕

著
で
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て

　

い
る
個
人
・
団
体
。

▼ 

推
薦
締
め
切
り
／
８
月
30
日
㈮

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
。

「
生
き
が
い
講
座
」で
学
ん
で
い
ま
す

　

７
月
の

生
き
が
い

講
座
、
弟

子
屈
学
級

で
は
12
日

に「
音
楽

に
親
し
も

う
」を
公
民

館
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。音
楽
に
合
わ
せ

て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

し
た
後
、
昔
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合

わ
せ
て
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼ 

８
月
の
生
き
が
い
講
座
／
弟
子
屈
・
川

湯
学
級
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
親
睦
を

図
ろ
う
！
」合
同
室
内
運
動
会（
摩
周
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
）８
月
９
日
㈮

フォークダンスを楽しむ学級生

そっくりな絵が並んだ似顔絵展

　

人
気
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
９
月
２
日
㈪　

19
時
～
21
時

▼
場
所
／
町
公
民
館　

講
堂

▼ 

講
師
／
摩
周
焼
窯
元　

森　

雅
子 

氏

▼
募
集
定
員
／
制
限
な
し

▼
受
講
料
／
１
千
円（
教
材
費
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

▼ 

制
作
作
品
／
受
講
者
の
自
由（
カ
ッ
プ
・

皿
・
茶
わ
ん
な
ど
）

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
27
日
㈫

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

公
民
館
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」

　

総
合
文

化
祭
展
示

部
門
の
一

般（
個
人
）

展
示
作
品

を
広
く
募

集
し
て
い

ま
す
。日
頃
の
制
作
活
動
の
成

果
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
出
展
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼ 

応
募
締
切
日
／
８
月
30
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈

町
総
合
文
化
祭

　

 

実
行
委
員
会（
町
公
民
館
内
）☎
４
８
２

‐
２
３
４
０
ま
で
。

芸
術
観
賞
で
心
地
よ
い
ひ
と
と
き

　

公
民
館
芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
30
日「
東
儀
秀
樹
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
」が
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
し
る

べ
っ
と
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
36
人
が
観

賞
。吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
音
楽
と
楽
し

い
ト
ー
ク
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
に
は「
１
９
６
６
カ
ル
テ
ッ

ト
」が
釧
路
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、17

人
が
観
賞
。す
て
き
な
女
性
４
人
組
に
よ

る
チ
ェ
ロ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
演
奏

で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ク
イ
ー
ン
、
マ
イ
ケ

ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

楽
し
み
ま
し
た
。

て
し
か
が
の
蔵
を
開
放
し
ま
す

　

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
で
は
「
郷
土
資

料
収
蔵
庫　

て
し
か
が
の
蔵
事
務
所
」
を

次
の
と
お
り
開
放
し
ま
す
。懐
か
し
い
写

真
や
昔
使
っ
て
い
た
道
具
な
ど
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
７
月
21
日
～
10
月
27
日
の
毎

週
日
曜
日　

10
時
～
15
時

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
て
し
か
が
郷
土
研

究
会　

蜂
谷
☎
０
９
０
‐
６
８
７
３
‐

６
５
６
３
ま
で
。
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▼�

第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

　

�

競
技
大
会
北
海
道
予
選
会（
７

月
20
日
か
ら
江
別
市
）髙
田
穂

乃
香
、
濱
岡
春
奈（
以
上
弟
子

　

 

屈
高
３
年
）、
濱
岡
日
菜（
川
湯

中
３
年
）、徳
永
雅
大（
同
２
年
）、

戸
田
勇
大（
同
１
年
）、芝
田
遥

　

 

夏（
弟
子
屈
中
１
年
）、
芝
田
洸
太
郎
、
菅

野
佑
、筒
渕
栞（
以
上
弟
子
屈
小
５
年
）、

濱
岡
菜
月（
川
湯
小
５
年
）

▼�

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
34
回
北
海

　

�

道
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
８
月

２
日
か
ら
帯
広
市
）清
水
皓
太
、杉
山
圭

吾
、
星
川
海
斗
、
河
上
勉
、
佐
藤
晴
紀
、

常
陸
幹
太
、原
朱
里（
以
上
弟
子
屈
中
３

年
）、
嶋
津
堅
太
、
土
屋
柾
、
黒
野
春
華

（
以
上
同
２
年
）

▼�

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
44
回
北
海

道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会（
７
月
29
日

か
ら
釧
路
市
）岡
林
輝
、佐
藤
颯
斗
、渡

邉
正
太
郎
、

西
田
千
種

（
以
上
弟
子

屈
中
３
年
）、

山
崎
美
玖
、

小
澤
寧
々
、

小
家
山
春
、

野
村
夢
叶
、

田
中
祐
輝
、

向
ひ
よ
り

（
以
上
同
２

年
）、濱
岡
凌

平（
同
１
年
）

　

弟
子
屈
高
校
陸
上
部
の
西
田
健
修
君

（
１
年
）が
、
６
月
18
日
か
ら
函
館
市
で
行

わ
れ
た
第
66
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
砲
丸
投
げ
で
６

位
に
入
賞
し
、
第
66
回
全
国
高
等
学
校
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。全
国
大
会

へ
は
、
中
学
生
時
代
に
続
い
て
の
出
場
と

な
り
ま
す
。「
自
己
ベ
ス
ト
を
出
せ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」
と
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

▼
期
日
／
７
月
30
日
㈫
～
８
月
３
日
㈯

▼
場
所
／
大
分
県

全国大会を前に抱負を語る西田君

▼ 

日
時
／
８
月
19
日
㈪　

９
時
30
分
～

11
時
30
分

▼
場
所
／
弟
子
屈
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館

▼ 

内
容
／
走
り
方
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
指

導
ほ
か

▼ 

講
師
／
中
央
大
学
陸
上
部　

浦
田
監

督（
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
万

㍍
日
本
代
表
）、コ
ー
チ
、選
手

▼ 

対
象
／
町
民
の
方
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

指
導
者
・
選
手

▼
受
講
料
／
無
料

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
８
月
16
日
㈮

①
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
開
催

▼ 

日
時
／
９
月
３
日
㈫　

19
時
～
20
時

45
分

▼
場
所
／
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館

▼ 

内
容
／
体
力
測
定
・
キ
ン
ボ
ー
ル
・
ミ

ニ
テ
ニ
ス

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
８
月
30
日
㈮

※ 

普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
方
で
も
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※ 

運
動
に
適
し
た
服
装
で
、
上
靴
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
①
②
と

も
に
、
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体

育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
。

②
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

　

弟
子
屈
町
野
球
馬
鹿
男
祭
り

（
大
道
賞
二
発
起
人
代
表
）が
８

月
11
日
㈰
、
町
営
野
球
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

弟
子
屈
高
校
存
続
の
た
め
に

も
、
野
球
部
が
管
内
の
強
豪
校

と
な
れ
る
よ
う
、
同
部
の
Ｏ
Ｂ

や
野
球
に
興
味
の
あ
る
町
民
の

皆
さ
ん
で
協
力
体
制
を
取
り
、

野
球
を
通
し
て
弟
子
屈
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
す

▼ 

日
程
／
開
会
式
９
時
30
分
・
交
流
試
合

　

 

10
時
～
・
交
流
会（
焼
き
肉
）11
時
30
分
～

　
・
閉
会
式
15
時

▼ 

交
流
会
参
加
料
／
高
校
生
以
下
無
料
、

一
般
男
性
１
千
５
０
０
円
、
一
般
女
性

１
千
円

※ 

収
益
金
に
つ
い
て
は
、
弟
子
屈
高
校
、

弟
子
屈
中
学
校
の
両
野
球
部
、
摩
周

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

全道大会出場を報告する選手たち゛

野球馬
ば

鹿
か

男祭り開催第
11
回
摩
周
の
里
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
期
日
／
９
月
１
日
㈰

▼ 

集
合
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
第
２
駐
車
場

▼ 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

▼ 

コ
ー
ス
／
45
㌔（
文
化
セ
ン
タ
ー
→
川

湯
→
砂
湯
→
文
化
セ
ン
タ
ー
）

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
摩
周
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
奥
村
）☎
０

　

９
０
‐
８
２
７
７
‐
２
２
７
９
ま
で
。

皆さんの作品をお寄せください
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本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県
日

置
市
か
ら
贈
ら
れ
た
繁
殖
用
肉
牛
の「
か

ね
は
る
」が
６
月
26
日
、雄
牛
を
出
産
し
ま

し
た
。

　
「
か
ね
は
る
」は
、
昨
年
の
鹿
児
島
県
畜

産
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
た
肉
牛（
和
牛
）で
す
。こ
れ
ま
で
も
日

置
市
と
は
畜
産
面
で
の
交
流
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、今
回
、日
置
市
の
生
産
農
家
・
久

保
吾
郎
さ
ん
と
宮
路
高
光
日
置
市
長
の
厚

意
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
の
導
入

が
実
現
。４
月
30
日
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。弟
子
屈
町
肉
牛
振
興
会（
鴨
志
田
光
栄

会
長
）会
員
の
芝
田
靖
明
さ
ん（
御
卒
別
）が

飼
育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。優
秀
血
統
か

ら
の
子
牛
の
誕
生
に
、
関
係
者
は
喜
び
に

沸
い
て
い
ま
す
。

　
「
か
ね
は
る
」導
入
の
目
的
は
、
優
秀
血

統
に
よ
る
和
牛
改
良
。早
け
れ
ば
９
月
に

も
採
卵
し
、
肉
牛

振
興
会
の
繁
殖
牛

に
受
精
卵
を
受
胎

さ
せ
る
予
定
で

す
。鴨
志
田
会
長

は「『
か
ね
は
る
』

は
日
置
市
と
の
友

好
の
証
。和
牛
改

良
に
努
め
、
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
日
置
市

に
対
す
る
恩
返
し

に
な
る
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

優秀な血統に期待
日置市から贈られた肉牛「かねはる」が雄牛を出産

外来種駆除を通して環境保全学ぶ
小・中学生によるジュニアパークレンジャー

　

町
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
パ

ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
業（
同
実
行
委
員
会

主
催
）が
７
月
３
日
、町
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

近
年
、
町
内
で
も
生
息
域
の
拡
大
が
確

認
さ
れ
て
い
る
国
指
定
の
特
定
外
来
種
・

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ（
北
米
原
産
）の
駆
除

を
通
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
保
全
や
社

会
貢
献
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
。２
０
０

６
年
度
か
ら
09
年
度
の
清
掃
活
動「
ク
リ

ー
ン
・
タ
ッ
チ
」、
10
年
度
か
ら
12
年
度
の

植
樹
活
動「
グ
リ
ー
ン
・
タ
ッ
チ
」を
継
承
す

る
、
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。３
・

５
の
両
日
で
、町
内
全
て
の
小
・
中
学
生
と

弟
子
屈
高
校
生
が
取
り
組
む
予
定
で
し
た

が
、悪
天
候
の
５
日
は
中
止
と
な
り
、川
湯

中
学
校
の
生
徒
と
川
湯
、
和
琴
、
美
留
和
、

奥
春
別
、昭
栄
の
各
小
学
校
の
児
童
、川
湯

保
育
園
児
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
環

境
省
川
湯
自
然
保
護
官

事
務
所
や
川
湯
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
パ
ー
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か

ら
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
と
他
の
植
物
と
の
区

別
の
仕
方
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
駆
除
に
挑

戦
。協
力
し
合
い
な
が

ら
、
根
本
か
ら
引
き
抜

い
て
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会（
会
長
・
德
永
町
長
）が
行
う
、弟
子
屈
２

ｄ
ａ
ｙ
ｓ
え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が
、
今

年
も
７
月
13
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
観
光
交
通

実
証
運
行
と
し
て
２
０
０
９
年
に
開
始
。

昨
年
度
か
ら
町
単
独
事
業
と
し
て
本
格

運
行
し
ま
し
た
。え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
は

大
人
１
千
８
０
０
円
、
子
ど
も（
小
学
生
）

６
０
０
円
で
、
Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
の
摩
周
～

美
留
和
～
川
湯
温
泉
間
、
町
内
路
線
バ

ス
、摩
周
湖
バ
ス
、屈
斜
路
バ
ス
、期
間
限

定
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
が
２
日
間
乗
り

放
題（
乗
り
降
り
自
由
）と
い
う
も
の
。今
年

は
新
た
に
、期
間
限
定
バ
ス
専
用
券（
摩
周

湖
・
屈
斜
路
湖
・
パ
ノ
ラ
マ
え
こ
パ
ス
ポ
ー

ト
）と
町
民
パ
ス（
町
民
え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
）

も
登
場
し
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た

環
境
に
優
し
い
旅
の
提
案
と
、
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。昨
年
は

約
２
千
４
０
０
人
の
方
に
利
用
い
た
だ

き
、好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
は
10
月
６
日
㈰
ま
で
、
え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
の
販
売
を
行
い
ま
す
。え
こ
パ
ス

ポ
ー
ト
は
、Ｊ
Ｒ
摩
周
・
川
湯
温
泉
両
駅
内

の
え
こ
パ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
㈱
ツ
ー
リ
ズ

ム
て
し
か
が（
川
湯

温
泉
１
）で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

近い将来検討したい
移住体験ツアー

　

町
で
は
、
７
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の

３
日
間
の
日
程
で「
涼
夏
！
ひ
が
し
北
海

道
移
住
体
験
ツ
ア
ー
in
て
し
か
が
」を
実

施
し
ま
し
た
。北
海
道
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
に
町
内
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
14

回
目
。関
東
、関
西
か
ら
２
組
３
人
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
医
療
施
設
見
学
と
し
て
摩
周
厚

生
病
院
を
訪
問
。担
当
者
の
案
内
の
も
と
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。ま
た
、物
価
の
確

認
の
た
め
に
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
移
住
を
希
望
す
る
方
や
実

際
に
移
住
さ
れ
た
方
が
多
い
美
留
和
・
南

弟
子
屈
地
区
を
見
学
し
た
ほ
か
、
先
輩
移

住
者
の
お
宅
を
訪
問
。先
輩
移
住
者
か

ら
、
移
住
後
の
暮
ら
し
や
移
住
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。ま
た
、ガ
イ
ド
同
行
の
下
カ
ヌ
ー
体
験

も
行
い
、
弟
子
屈
の
大
自
然
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

３
日
目
は
、屈
斜
路
・
コ
タ
ン
・
弟
子
屈
原

野
の
移
住
地
を
見
学
し
た
ほ
か
、
同
地
区

に
移
住
さ
れ
た
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
北

海
道
で
の
生
活
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
先
輩
移
住
者
が
ツ
ア
ー
に
同
行

し
、
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
効
率
よ
く
移
住

地
を
見
学
で
き
た
」「
先
輩
移
住
者
の
お
宅

訪
問
が
参
考
に
な
っ
た
」「
弟
子
屈
の
良
さ

を
再
確
認
で
き
、
移
住
へ
の
思
い
が
募
っ

た
」と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

えこパスポートを使って効率よく観光

先輩移住者のお宅を訪問

えこパスポートで
環境に優しい旅を

摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通がスタート

手分けしてオオハンゴンソウの駆除を行う子どもたち

北国での暮らしや住宅について先輩移住者がアドバイス

オオハンゴンソウの見分け方について説明を受ける児童

母牛のかねはるに寄り添う子牛

川湯駅前から屈斜路バスを利用する観光客27
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　川湯エコミュージアム
センター主催の自然ふれ
あい行事「川湯から外来種
をなくそう」が、７月７日
に行われました。
　対象は全国的に拡大が

懸念されているオオハンゴンソウで、町内でも早急な繁殖防止
対策が必要とされています。継続的な実施を見据え、昨年と同
じ場所で行われました。開花前のため、葉の形が似ているヨモ
ギや在来種のハンゴンソウと間違えないよう、参加者の皆さん
は慎重に見比べながら作業を進めていました。引き抜いた数は
１時間ほどで1,450本と昨年をやや上回る結果となり、あら
ためてオオハンゴンソウの繁殖力の強さを実感しました。

外来種のオオハンゴンソウを駆除

エコミュージアムセンターの自然ふれあい行事

　川湯エコミュージアム
センターを拠点に自然保
護活動などを行っている
摩周・屈斜路パークボラ
ンティアの皆さんが６月
30日、藻琴山登山道の整
備を行いました。

　比較的気軽に登れる山として人気ですが、山頂下広場で土砂
崩れが起きやすい場所や、屏

びょう

風
ぶ

岩周辺に貴重な高山性植物の生
育域があり、むやみに足を踏み入れないよう登山者に注意を促
すロープを張りました。好天となったこの日も、多くの登山客が
山頂付近でお弁当を広げる姿が。ボランティアの皆さんは「マナ
ーを守って楽しい時間を過ごしてほしい」と話していました。

６月30日

楽しい登山のために

パークボランティアが藻琴山登山道を整備

　第９回源泉かけ流し全
国温泉サミットin川湯・
摩周（日本源泉かけ流し温
泉協会・摩周湖観光協会主
催）が６月25・26の両日、川
湯温泉で開催され、98人
が参加しました。

　サミットは、源泉かけ流しをうたう全国各地の温泉地10カ
所が持ち回りで開催していて、本町での開催は２回目。初日
は総会が行われ、新たに２カ所の温泉地が加盟を承認されま
した。２日目には、加盟する各温泉地の取り組みが紹介され
たほか基調講演や座談会を行い、源泉かけ流しの効能や、温
泉を軸とした観光振興などについて意見交換を行いました。

温泉を軸にした観光振興探る

源泉かけ流しサミットを開催

　釧路川リバーフェス
'13（同実行委員会（土田
祐也実行委員長）主催）が
６月29日、釧路川源流部
で開催されました。
　町の皆さんに地元の

素晴らしい自然を体験してほしいと、町内のカヌーガイドの
皆さんが開催しているもので今年で５回目。一昨年からは、東
日本大震災のチャリティーイベントとしても開催されていま
す。今年は97人が参加。カヌーで屈斜路湖を出発し、ガイドと
の交流を楽しみながら約３キロの釧路川下りを満喫しまし
た。参加費の大部分と会場で寄せられた募金合わせて90,708
円が、義援金として日本赤十字社を通して寄付されました。

川下りで地元の自然の素晴らしさを再確認

カヌーガイドによるリバーフェス

　道の駅摩周温泉で７月２日、
黄緑色に光る発光ダイオード
（ＬＥＤ）をホタルに見立てた
「電子ホタル」の点灯が始まりま
した。
　道の駅敷地内で湧く温泉と
冷水の温度差を利用した発電
装置を活用したもの。足湯そば
のギンフミヅキの木に取り付
けられた直径約５ミリのＬＥ

Ｄ100球が、制御装置によって10通りに点滅します。
　電子ホタルは毎日18時～０時に点灯。９月末ころまで続
ける予定です。皆さんも一度、ご覧になってみませんか。

７月２日

夏の夜に癒やしの光

道の駅摩周温泉に電子ホタル

普
段
と
は
違
う
視
点
で
自
然
を
感
じ
る

川
湯
の
森
病
院�

齋
藤
理
事
長
の
講
演

楽
し
く
安
全
な
登
山
の
た
め
に

ホ
タ
ル
の
よ
う
な
点
滅
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
釧
路
新
聞
社
提
供
）

手
分
け
し
て
慎
重
に
作
業

６月29日

　緑化推進の一環とし
て行われた緑の募金運
動で、町内の皆さんか
らご協力いただいた募
金が、弟子屈町緑化推
進委員会（会長・德永町
長）に寄付されました。

　緑の募金運動は５月９日から６月30日にかけて行われ、
自治会や企業、学校、個人の皆さんなどから募金をいただき
ました。７月９日には、弟子屈中学校（坂東薫校長）の生徒会
の皆さんが役場を訪れ、生徒の皆さんから協力していただ
いた募金を德永町長に手渡しました。募金は、町内の緑化推
進に役立てられます。

緑多いまちづくりに役立ててください

弟子屈中生徒が緑の募金

　川湯消防団
では７月10日、
川湯市街地の
ホテルなどを
対象に夜間は
しご車訓練を
行いました。
　川湯温泉街

が繁忙期を迎えることから、ホテルなど高層建物の災害に
備えたもの。逃げ遅れた方を客室の窓から救出する想定で
行いました。多くの観光客が見守る中、2010年に導入した新
型はしご車の能力を活用して、迅速・確実な救出活動を展開。
川湯温泉の災害対策に安心感を印象付けました。

いざというときに備えて

川湯消防団が夜間はしご車訓練
募
金
を
手
渡
す
弟
中
の
皆
さ
ん（
右
・
中
央
）

６月25・26日７月10日

　釧路・リバープロテ
クション・21の会（上田
光夫会長）主催による
ヤマメの稚魚の放流
が７月12日、摩周温泉
公園の釧路川護岸で
行われました。

　魚類資源の回復のために毎年行っているもので、釧路開
発建設部釧路河川事務所や町、会員など関係者約50人が参
加。弟子屈小学校（阿部典子校長）の２・３年生の児童82人と摩
周丘幼稚園（鈴木幸栄園長）の園児11人も招待され、体長10セ
ンチほどのヤマメを放流しました。上田会長は「昔のようにヤ
マメがいる川になってほしい」と話していました。

ふるさとの釧路川を豊かに

リバープロテクション・21の会がヤマメを放流
大
き
く
な
ぁ
れ
と
願
い
を
込
め
て

　川湯保育
園（清水節
子園長）の
親子交流会
が７月12日
に開催され
ました。
　保護者会

の主催で毎年行われています。園児は園内で大玉転がしゲ
ームをした後、お父さんたちが焼いてくれた焼き鳥やフラ
ンクフルト、焼きそばなどに舌鼓。園庭では、美留和のフジ
ワラトシカズさんによる青空紙芝居も行われ、楽しいひと
ときを過ごしました。

お父さんお母さんと楽しいひととき

川湯保育園で親子交流会
フ
ジ
ワ
ラ
さ
ん
の
紙
芝
居
に
見
入
る
園
児

７月12日

　一昨年リニュ
ーアルオープン
した道の駅「摩周
温泉」の２周年を
記念した姉妹都
市交流物産展が
７月13日から15
日にかけて開催
されました。

　交流物産展では、野菜や摩周そばなど弟子屈の地場産品の
ほか、14日には本町の姉妹都市・鹿児島県日置市の特産品で
ある薩

さつ

摩
ま

焼酎やお茶、サツマイモなどを販売。連休中という
こともあり、多くの来場者でにぎわいました。

道の駅リニューアル２周年を記念して

大盛況の姉妹都市交流物産展
観
光
客
や
地
元
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
た
物
産
展

７月13～15日

　社会を明るく
する運動強調月
間の７月、保護司
や更正保護女性
会などで組織す
る実行委員会の
皆さんによるさま
ざまな啓発活動
が行われました。

　14日には摩周の里夏まつりの会場で啓発活動を行ったほ
か、16日には、ＪＡ摩周湖前とフクハラ摩周店前で買い物客
にティッシュなどを手渡し、住みよいまちづくりへの理解
と協力を呼び掛けました。

７月14日 ７月７日

は
し
ご
車
を
操
り
被
災
者
を
救
助
す
る
訓
練

７月12日

みんなで住みよいまちづくりを

社会を明るくする運動の街頭啓発
夏
ま
つ
り
会
場
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
掛
け

７月９日
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８月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　休＝休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

水 日土金 火 水月日土金 木

月土 火 水 金木 火 水 金木月日土 土日
20

月木 木

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
金

日
１

◎ ◎

◎ ◎

北海道高等学校剣道連盟夏季合宿

今月の主な行事予定
３日
４日

サッカー少年団合宿（雨天時）
ソフトバレーボールビックリッキー杯大会

５～８日
生きがい講座合同室内小運動会９日

18日釧根地区バドミントン協会小学生部会
弟子屈高校バドミントン部合宿12・14日

10・11日北海道庁剣道部合宿

◎

火
休 休

休 休

区　

分

廃
乾
電
池
を
弟
子
屈
郵

便
局
で
も
回
収

　

町
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
、
各
公

共
施
設（
小
・
中
学
校
を
含
む
）や
電
気

店
、商
店
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
に
廃
乾
電
池
回

収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
は
、
弟
子
屈
郵
便
局
に

も
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環
境
生
活

課
環
境
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
４

（
課
直
通
）ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼ 

日
時
／
８
月
31
日
㈯　

10
時
～
16

時
▼ 

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

ル
）

▼ 

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼ 

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
８
月
30
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

食
べ
物
の
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集

　

釧
路
管
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

第
３
回
く
し
ろ
食
材
の
日
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品

  

釧
路
管
内
の
食
材（
食
べ
物
）を
描
い

て
く
だ
さ
い
。

 

サ
イ
ズ
は
四
つ
切（
縦
・
横
は
自
由
）

  

画
材
は
問
い
ま
せ
ん
。（
ク
レ
ヨ
ン

や
パ
ス
テ
ル
、水
彩
な
ど
）

▼ 

応
募
方
法
／
８
月
27
日
㈫
ま
で
に

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
賞

 

特
賞　

地
産
地
消
く
し
ろ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
賞　

１
点

※ 
特
賞
の
作
品
は
、
今
年
の
く
し
ろ

食
材
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
に
使
わ
れ
ま
す
。

  

金
賞　

１
点

  

銀
賞　

２
点

  

銅
賞　

６
点

  

参
加
賞（
全
員
）

※ 

応
募
者
に
は
地
域
の
地
場
産
品
が

贈
ら
れ
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
地
産
地
消
く
し

ろ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
釧
路
市

産
業
推
進
室
内
）☎
０
１
５
４

４

　

５
５
０
ま
で
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
創
立
20
周
年
行
事

　

高
齢
者
の
見
守
り
を
行
う
釧
路
地

域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
創

立
20
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と
お
り

記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

▼ 

日
時
／
９
月
７
日
㈯　

13
時
～
16

時
30
分

▼ 

場
所
／
釧
路
市
民
文
化
会
館　

小

ホ
ー
ル

▼
内
容

 

 20
周
年
記
念
講
演「
認
知
症
で
も

お
互
い
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

を
つ
く
る
た
め
に
」こ
れ
か
ら
の

支
援
の
在
り
方
と
各
地
の
実
例
紹

介
 
認
知
症
を
考
え
る
絵
本
コ
ン
サ
ー

ト
▼ 

対
象
・
定
員
／
ど
な
た
で
も
参
加
で

る
だ
け
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容
／
お
菓
子
ま
き
・
紙
芝
居
・
小

学
生
じ
ゃ
ん
け
ん
・
ラ
ム
ネ
早
飲

み
・
利
き
ビ
ー
ル
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ビ

ン
ゴ
・
盆
踊
り
・
焼
き
鳥
や
飲
み
物

な
ど
の
売
店
・
無
料
の
綿
あ
め
、か

き
氷
コ
ー
ナ
ー

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
す
ず
ら
ん
丘
自

治
会
事
務
局　

永
田
☎
４
８
２
‐

１
５
６
６
ま
で
。

摩
周
岳
登
山
道
の
保
全

修
復
工
事
を
実
施

　

環
境
省
で
は
、
摩
周
湖
第
１
展
望

台
か
ら
摩
周
岳
山
頂
と
西
別
岳
山
頂

を
通
り
、
西
別
岳
登
山
口
ま
で
を
結

７月８日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

き
ま
す（
申
し
込
み
不
要
）・
３
０

　

０
人
程
度

▼
参
加
料
／
無
料

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
釧
路
保

健
所
健
康
推
進
課
精
神
保
健
福
祉

係
☎
０
１
５
４

１
２
３
３
ま
で
。

す
ず
ら
ん
丘
自
治
会
夏

祭
り
に
来
ま
せ
ん
か

　

す
ず
ら
ん
丘
自
治
会
で
は
、
次
の

と
お
り
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
８
月
11
日
㈰　

13
時
～
20

時（
予
定
）

▼ 

場
所
／
す
ず
ら
ん
こ
ど
も
館
前
広

場
※ 

仮
設
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す

が
、混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、で
き

ぶ
摩
周
湖
西
別
岳
探
勝
線
道
路（
歩
道
）

の
う
ち
、
一
部
荒
廃
し
て
修
復
が
必

要
な
箇
所
の
工
事
を
、
複
数
年
で
実

施
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
主
に
、
摩
周
岳
山
頂
～

分
岐
、西
別
岳
山
頂
～
分
岐
ま
で
で
、

荒
廃
が
進
ん
で
い
る
箇
所
の
石
組
み

や
土
の
う
の
設
置
、
一
部
標
識
類
の

追
加
・
交
換
を
11
月
22
日
㈮
ま
で
行

い
ま
す
。登
山
道
の
通
行
止
め
は
実

施
し
ま
せ
ん
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
資
材
の
搬
入
作
業
中
に
現
場
を

通
過
す
る
際
に
は
、
一
時
的
に
通
行

を
お
待
ち
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。工
事
期
間
中
は
道
路

（
歩
道
）入
り
口
に
注
意
標
識
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
か

ら
登
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
省
川
湯
自

然
保
護
官
事
務
所
☎
４
８
３
‐
２

　

 

３
３
５
、㈲
畑
中
産
業（
施
工
業
者
）

☎
４
８
２
‐
３
３
５
２
ま
で
。

和
琴
野
営
場
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
を
実
施

　

環
境
省
で
は
、
阿
寒
国
立
公
園
の

和
琴
半
島
で
、
７
月
か
ら
和
琴
野
営

場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。工
事
は
12
月
末
ま
で
、供

用
開
始
は
来
春
の
予
定
で
す
。

　

和
琴
野
営
場
は
１
９
７
９
年
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
、老
朽
化
に
加
え
、

23日夜間リーグ大会

社
会
情
勢
が
変
化
し
利
用
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屈
斜

路
湖
の
景
観
に
調
和
し
た
環
境
低
負

荷
型
の
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
予
定
で
す
。幼
児
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
方
ま
で
が
利
用
し
や

す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導

入
。ま
た
、
バ
イ
ク
や
家
族
、
個
人
利

用
な
ど
、
形
態
の
異
な
る
利
用
者
の

利
便
性
も
高
め
ま
す
。

　

野
営
・
自
然
観
察
な
ど
の
拠
点
と

な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス（
木
造
１
階

建
て
・
延
べ
床
面
積
２
９
０
平
方
㍍
）

を
新
設
す
る
ほ
か
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
、フ
リ
ー
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、固

定
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
設
置
、
駐
車
場

配
置
の
見
直
し
、炊
事
棟
・
ト
イ
レ
の

更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、野
営
場
の
閉
鎖
、施

工
地
付
近
で
の
一
部
立
ち
入
り
制
限
、

工
事
車
両
の
通
行
な
ど
で
、
近
隣
の

方
々
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、ど
う
か
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
環
境
省
川
湯
自

然
保
護
官
事
務
所
☎
４
８
３
‐
２

　

３
３
５
ま
で
。

扇
風
機
を
正
し
く
使
っ

て
安
心
・
快
適
生
活

　

扇
風
機
を
使
う
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。正
し
く
使
っ
て
、安
心
で
快

適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

異
常
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電
源

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
販
売
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。使
い
続
け
る
と
、発

煙・発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と
き
、
扇

風
機
で
空
気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と

で
、冷
房
時
は
体
感
温
度
を
低
く
、

暖
房
時
は
天
井
に
た
ま
り
が
ち
な

暖
か
い
空
気
を
足
元
ま
で
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は「
快
転
せ
ん
ぷ
う
き
」ウ

エ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.senpu

　

 -ki.jp/index.htm
l

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会
扇
風
機
専
門
委

員
会
☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
５
８
８

　

７
ま
で
。

 今月の休館日
　（ ５、６、11、12、13、
　　　19、20、26、27日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

８月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／４、18、25日 　　　　　　　14時～14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／２、７、９、⑭、16、、23、28、30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時～14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／１、③、⑧、⑩、⑮、⑰、、、29、日

14時～14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21、28日　　　 10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／２、９、16、23、30日　　　 19時～19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／３、４、10、17、18、24、25、31日

10時30分～11時15分

幼児水泳教室（幼児３～５歳）

　◇日時／４、18、25日　　　　　 10時30分～11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／３、10、17、24、31日　 10時30分～11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、２、３、４、７、８、９、10、14、15、

16、17、18、21、22、23、24、25、28、29、

30、31日　　　　　　　　　　　 15時～17時

☎４８３‐２０７２

25日おひさま保育園運動会（雨天時）
31日道東支部吟道大会リハーサル
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　今月の町税などの納期限は次のとおりで
す。納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税２期　　　　　　 ９月２日㈪
▶国民健康保険税３期　　　　９月２日㈪
▶後期高齢者医療保険料３期　９月２日㈪
▶介護保険料２期　　　　　　９月２日㈪

８月の町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々
のために、次の日程で『夜間納税窓口』を開
設します。ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／８月28日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶�開設場所／役場庁舎・川湯
支所

❑�問い合わせ先
　役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）
まで。
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公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200～3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／８月２日㈮～８月９日㈮（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／８月下旬～９月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

入居者を募集します町 宅住営

9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １ 　　53.61㎡美留和団地（簡易耐火平屋建）
14,300～21,200円Ｓ61 ３ＤＫ １ 　　63.71㎡川湯駅前団地（簡易耐火平屋建建）
26,400～39,300円Ｈ13 ３ＬＤＫ １ 　　78.80㎡（３階）※敷島団地（中層耐火３階建）

どさんこ・子育て特典制度
　道と市町村が協働して子育て中の皆さんを応援する「どさんこ・子育て特典制度」。
全道地域協賛店には、テーマパークやキャンプ場などもあります。ご家族で利用
してみませんか。全道協賛店の一覧については、道のホームページ（http://www.
pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/dosanko/kosodatetokutennseido.htm）をご覧くだ
さい。町内の観光施設も協賛しています。家族で町内観光を楽しみながら、特典サ
ービスを受けてみませんか。

▼町内の協賛施設（認証カード提示で特典が受けられます）
〈町地域〉
キッチン「香川」／お子さんと妊婦の方にソフトドリンクサービス
そば処「出雲」／お子さんと妊婦の方に粗品プレゼント
〈全道地域〉
摩周湖レストハウス／買い物をされた方に粗品プレゼント
硫黄山レストハウス／買い物をされた方に粗品プレゼント
 ９○○草原シーニックカフェHome　Sweet　Home（５～11月）／レストランで食事

をされた方に牛乳１杯サービス
温泉民宿「北の大地」／日帰り入浴・宿泊料金割引
温泉浪漫の宿「湯の閣」／日帰り入浴料金割引
※ 妊娠中の方か、０歳～小学校６年生までのお子さんがいるご家庭が対象となり

ます。
※ 転入・出産などで認証カードがお手元にない方には、福祉こども課で配布して

います。
※ 協賛していただける施設・店舗などを随時募集しています。協賛される方は、ご

連絡ください。

❑ 問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）まで。

ご家族で利用してみませんか？

　平成26年度釧路管内町村職員の「一般事務職」「専門職（土木）」の採用資格試験が行われます。

▼�試験区分／高校卒（短大・専門学校卒および短大・専門学校在学中を含む）、大学卒

▼�受験資格／高校卒は平成２年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方。
　　　　　　大学卒は昭和60年４月２日～平成４年４月１日に生まれた方。

▼�採用予定町村・採用予定者数／右の表のとおり
※高校卒・大学卒を問わず。

▼一次試験／10月20日㈰

▼ �試験場所
　釧路東高等学校（釧路町富原３番地１）

▼�二次試験
　11月下旬～12月中旬（採用予定各町村役場）

▼受け付け締め切り／８月23日㈮

▼受付時間／９時～1７時（月～金曜日）
※�受験手続きなど、詳細はお問い合わせください。
町のホームページ（http://www.town.teshikaga.
hokkaido.jp/）にも、受験手続きなどを掲載しています。

❑��受け付け・問い合わせ先／役場総務課職員係☎４８２‐２９１２（課直通）まで。

管内職員採用資格試験のお知らせ

釧 路 司
法

書士会会
員
土地・建物の売買・相続等の
登記は司法書士へ

司法書士　宮越召一事務所

事務所／標茶町開運2-35　　　☎485-2107　FAX485-2108

自　宅／弟子屈町高栄1-1-21　☎482-2457

（広告）

　　☆３日／『みんなでうみへいきました』　ほか２冊
　　☆10日／『ふうちゃんのおさんぽ』　ほか２冊
　　☆17日／『はしるのだいすき』　ほか２冊
　　☆24日／『きらきらぼしのふるよるは』　ほか２冊
　　☆31日／『とべバッタ』　ほか２冊

テーマ『外で元気にあそぼ！』

○時間／午後１時～　　○場所／弟子屈町図書館
おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！�みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ８月
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ま
で
。

17,300～25,800円Ｈ３ ２ＤＫ １ 　　59.99㎡（１階）※緑団地（中層耐火４階建）
30,000円Ｈ６ １ＤＫ １ 　　47.40㎡（３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）

出張年金相談所を開設します！
★日時／９月12日㈭　�10時30分～15時（受け付けは14時30分まで）
★場所／弟子屈町公民館
★主催／釧路年金事務所
★予約受け付け／９月６日㈮まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先／☎０１５４６０００（直通）
　※�年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認の上、釧路年
金事務所へご連絡ください。後日、予約確認・添付書類などの連絡を行
います。
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日 月 火 水 木 金 土

１２３

４５６７８９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 マタニティ教室
　（福祉センター・
　10:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し 川湯神社例大祭
　【29日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
　10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診
　（福祉センター・
  9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉セ
　ンター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」
　（福祉センター・
  14:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 親子遊び「０～３
　歳児」（子育て支援
　センター・9:30～
  11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）
催 し 弟子屈神社例大
　祭【21日まで】
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 和琴半島水遊び
　（和琴半島・10:00
　～）【雨天延期】
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）
健
 康 マタニティ教室
　（公民館・13:30～）

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動開放
　「０～３歳｣（川湯駅前交
　流センター・9:30～
  11:30）
健
 康 マタニティ教室（子育て
　支援センター・13:30
　～）
税 務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

　
　
　
　
　 �

【
６
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

８
、０
３
４
人　
（　
　
　

 

６
）

　
　
　

男　

３
、８
２
２
人　
（　
　
　

 

４
）

　
　
　

女　

４
、２
１
２
人　
（　
　
　

 

２
）

●
世
帯
数　

３
、９
９
０
世
帯（　
　
　

 

３
）

　

狩
野 

凉す
ず

音ね

ち
ゃ
ん 

女 

（
秀
喜
）弟
子
屈
原
野

　

内
海
タ
マ
エ
さ
ん（
74
歳
）泉
１

　

岡
元　
　

勇
さ
ん（
84
歳
）摩
周
１

　

佐
久
間
ヒ
サ
子
さ
ん（
88
歳
）熊
牛
原
野

　

辻　
　

玲
子
さ
ん（
83
歳
）川
湯
温
泉
４

　

西
田　

ト
キ
さ
ん（
77
歳
）泉
１

　


原
ミ
ヱ
子
さ
ん（
67
歳
）川
湯
温
泉
４

　

山
田
う
め
よ
さ
ん（
83
歳
）川
湯
駅
前
１

　

渡
辺
ハ
ル
ヱ
さ
ん（
80
歳
）美
里
３

▼
弟
子
屈
町
の
未
来
予
想
図
と
な
る
第

５
次
総
合
計
画
の
達
成
度
を
図
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
先
日
、町
民
の
皆
さ
ん
の

中
か
ら
１
千
人
の
方
に
お
願
い
し
ま
し

た
。ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。５
年
で
見
直
す
実
行
計

画
の
指
標
の
一
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
調
査
用
紙
が
届
い
た
と
き
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
曽
我
部
）

▼
何
も
言
わ
ず
に
電
子
ホ
タ
ル（
28
ペ
ー

ジ
）を
見
せ
に
行
っ
た
と
き
、わ
が
子
の

第
一
声
は「
あ
っ
、ホ
タ
ル
!?
」で
し
た
。

ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
点

滅
。お
ス
ス
メ
で
す
。▼
夏
ま
つ
り
に
弟

高
祭
、道
の
駅
で
の
物
産
展
に
、え
こ
パ

ス
ポ
ー
ト
…
。イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
の
７
月
で
し
た
。暑
い
日
も
多
く
、ま

さ
に
夏
を
満
喫
。短
い
夏
を
も
う
少
し
楽

し
み
た
い
と
思
う
８
月
で
す
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※ お誕生・お悔やみは、6/1〜6/30に届け出をされた方のうち、
掲載を希望された方のみ掲載しています。

　火災や災害などが発生した場合に吹鳴する『サイレン』は、主に消防団員を招集するためのものです。サイレンを吹
鳴すると「場所はどこですか？」「どこの家ですか？」などの問い合わせが殺到します。これにより、通信業務が混乱し、
火災・災害活動に支障が出ますので、ご遠慮くださるようお願いします。また、個人情報保護法により、詳細な住所や
氏名についてはお答えできませんので、ご理解とご協力をお願いします。

火災時のお願い

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
おか

林
ばやし

　龍
たつ

希
き

�ちゃん 新
しん

庄
じょう

　雫
しずく

�ちゃん

坪
つぼ

井
い

　勇
ゆう

太
た

�ちゃん 中
なか

村
むら

　叶
きょう

�ちゃん

１１９番（緊急電話）でのお問い合せはご遠慮ください。
火災・災害などのお問い合わせは、テレフォンサービス☎４８２‐１１１９を
ご利用ください。
ご協力をお願いします。

※火災現場付近での駐車は、緊急車両の通行妨害になりますので、ご遠慮ください。


